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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アクセス端末がアクセスネットワークとの接続をダイナミックに交渉する方法であって
、
　　　アクセス端末によって最初の通信を確立すること、　　
　　　前記最初の通信に基づいて接続のための接続パラメータを交渉すること、
　　　および前記交渉された接続パラメータに従って前記接続を確立すること
　を含み、
　　　前記交渉することは、
　　　　　　前記アクセスネットワークとの接続のための前記接続パラメータを交渉する
サードパーティをトリガーする接続要求を送信することであって、そこでは前記接続要求
は要求された接続パラメータを含む、送信すること、
　　　　　　接続情報を受け取ることであって、そこでは前記接続情報は提案された接続
パラメータを含む、受け取ること、および
　　　　　　前記提案された接続パラメータが前記要求された接続パラメータを満たさな
い場合、接続合意が達成されるまで、あるいは、前記交渉を継続しない決定を得るまで、
前記接続要求を送信することおよび前記接続情報を受取ることを繰り返すことであって、
そこでは前記接続合意は合意された接続パラメータを含む、繰り返すこと
をさらに備える、方法。
【請求項２】
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　前記接続パラメータは価格を含む請求項１の方法。
【請求項３】
　トリガーする前記要求は、前記アクセスネットワークへ送られ、トリガーする前記要求
は、前記アクセスネットワークに前記サードパーティをトリガーすることを行わせ、前記
トリガーはトリガーするための前記受信された要求に含まれる情報を含む、請求項１の方
法。
【請求項４】
　前記トリガーに含まれる情報は、暗号化された、あるいは、完全に保護された情報を含
む、請求項３の方法。
【請求項５】
　前記アクセスネットワークへリクエストを送ることは、前記アクセスネットワークが前
記接続合意を交渉するよう前記サードパーティをトリガーすることを可能にするために、
サードパーティ情報を含むことを特徴とする請求項１の方法。
【請求項６】
　前記アクセスネットワークへ支払いを達成する支払いトリガーを送ることを更に備え、
前記支払いトリガーは、前記アクセスネットワークとの接続に対して支払いを提供する支
払いプロセッサを識別し、前記接続を確立することは、さらに前記支払いプロセッサから
の前記支払いを受取る前記アクセスネットワークに基づく、請求項１の方法。
【請求項７】
　前記支払いトリガーを送ることは、前記支払いプロセッサに送るかあるいは前記アクセ
スネットワークに送ることをさらに含む、請求項６の方法。
【請求項８】
　前記支払いトリガーを送ることは、
　前記アクセスネットワークに第２の支払いトリガーを支払いプロセッサに送ることを行
わせる第１の支払いトリガーを送ることをさらに備え、
　前記第２の支払いトリガーは、前記第１の支払いトリガーに含まれる情報を含む、請求
項６の方法。
【請求項９】
　前記第１の支払いトリガーに含まれる前記情報は、暗号化された、あるいは、完全に保
護された情報を含む、請求項８の方法。
【請求項１０】
　前記アクセスネットワークとの接続のための接続パラメータを交渉するサードパーティ
をトリガーする要求を送信することをさらに備える、請求項６の方法。
【請求項１１】
　接続パラメータを交渉するよう前記サードパーティをトリガーする前記要求は、前記接
続合意が前記サードパーティと前記アクセスネットワークの間で達成されるまで、または
、前記交渉することを継続しない決定を得るまで、前記サードパーティに前記接続要求を
送ることおよび前記接続情報を受取ることを行わせる、請求項１０の方法。
【請求項１２】
　アクセスネットワークとの接続をダイナミックに交渉するように構成されるコンピュー
タ可読記憶媒体であって、
　　　コンピュータに最初の通信を確立させるための少なくとも１つの命令と、
　　　前記コンピュータに、前記最初の通信に基づいて、接続のための接続パラメータを
交渉することを行わせるための少なくとも１つの命令と、
　　　前記コンピュータに、前記交渉された接続パラメータに従って接続を確立すること
を行わせるための少なくとも１つの命令と、
　　　を備え、
　　　前記コンピュータに、接続パラメータを交渉することを行わせるための少なくとも
１つの命令は、
　　　　　　前記コンピュータに、前記アクセスネットワークとの接続のための前記接続
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パラメータを交渉するサードパーティをトリガーする接続要求を送信することを行わせる
ための少なくとも１つの命令であって、そこでは前記接続要求は要求された接続パラメー
タを含む、送信することを行わせるための少なくとも１つの命令と、
　　　　　　前記コンピュータに、接続情報を受け取ることを行わせるための少なくとも
１つの命令であって、そこでは前記接続情報は提案された接続パラメータを含む、受け取
ることを行わせるための少なくとも１つの命令と、および
　　　　　　前記コンピュータに、前記提案された接続パラメータが前記要求された接続
パラメータを満たさない場合、接続合意が達成されるまで、あるいは、前記交渉を継続し
ない決定を得るまで、前記接続要求を送信することおよび前記接続情報を受取ることを繰
り返すことを行わせるための少なくとも１つの命令であって、そこでは前記接続合意は合
意された接続パラメータを含む、繰り返すことを行わせるための少なくとも１つの命令と
　　　を記憶する、
コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１３】
　アクセスネットワークとの接続をダイナミックに交渉するための装置であって、
　最初の通信を確立するための手段と、
　前記最初の通信に基づいて、接続のための接続パラメータを交渉するための手段と、
　前記交渉された接続パラメータに従って接続を確立するための手段と
を備え、
　接続パラメータを交渉するための手段は、
　前記アクセスネットワークとの接続のための前記接続パラメータを交渉するサードパー
ティをトリガーする接続要求を送信するための手段であって、そこでは前記接続要求は要
求された接続パラメータを含む、送信するための手段と、
　接続情報を受け取るための手段であって、そこでは前記接続情報は提案された接続パラ
メータを含む、受け取るための手段と、
　および前記提案された接続パラメータが前記要求された接続パラメータを満たさない場
合、接続合意が達成されるまで、あるいは、前記交渉を継続しない決定を得るまで、前記
接続要求を送信することおよび前記接続情報を受取ることを繰り返すための手段であって
、そこでは前記接続合意は合意された接続パラメータを含む、繰り返すための手段と
を備える、装置。
【請求項１４】
　アクセスネットワークとの接続をダイナミックに交渉するための装置であって、
　　　最初の通信を確立するように構成された通信コンポーネントと、
　　　前記最初の通信に基づいて、接続のための接続パラメータを交渉するように構成さ
れたクライアント交渉コンポーネントを備え、
　　　前記通信コンポーネントは、前記交渉された接続パラメータに従って接続を確立す
るように構成され、
　　　前記クライアント交渉コンポーネントは、
　　　　　　前記アクセスネットワークとの接続のための前記接続パラメータを交渉する
サードパーティをトリガーする接続要求を送信するようにであって、そこでは前記接続要
求は要求された接続パラメータを含む、送信するように、
　　　　　　提案された接続パラメータを含む接続情報を受け取るように、
　　　　　　および前記提案された接続パラメータは前記要求された接続パラメータを満
たさない場合に、接続合意が達成されるまで、あるいは、交渉を継続しない決定を得るま
で前記接続要求の前記送ることおよび前記接続情報の前記受取ることを繰り返すようにさ
らに構成される、そこでは前記接続合意は合意された接続パラメータを含む、装置。
【請求項１５】
　前記接続パラメータは価格を含む、請求項１４の装置。
【請求項１６】
　トリガーする前記要求は、アクセスネットワークへ送られ、トリガーする前記要求は、
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前記アクセスネットワークに前記サードパーティをトリガーすることを行わせ、前記トリ
ガーはトリガーする前記受信された要求に含まれる情報を含む、請求項１４の装置。
【請求項１７】
　前記トリガーに含まれた前記情報は、暗号化され、完全に保護された情報を含む、請求
項１６の装置。
【請求項１８】
　前記アクセスネットワークへの前記要求は、前記接続合意を交渉するよう前記サードパ
ーティをトリガーするためのサードパーティ情報を含む、請求項１６の装置。
【請求項１９】
　前記クライアント交渉コンポーネントが前記アクセスネットワークへの支払いを達成す
るために支払いトリガーを送るようにさらに構成され、前記支払いトリガーは、前記アク
セスネットワークとの接続に対して支払いを提供する支払いプロセッサを識別し、前記接
続は、さらに、前記支払いプロセッサから前記支払いを受け取る前記アクセスネットワー
クに基づいて確立される、請求項１４の装置。
【請求項２０】
　前記クライアント交渉コンポーネントは、前記支払いプロセッサまたは前記アクセスネ
ットワークに前記支払いトリガーを送るようにさらに構成される、請求項１９の装置。
【請求項２１】
　前記支払いトリガーは、前記アクセスネットワークが支払いプロセッサへ第２の支払い
トリガーを送ることを開始するために送られる第１の支払いトリガーと、前記第１の支払
いトリガーに含まれている情報を含む前記第２の支払いトリガーをさらに備える、請求項
２０の装置。
【請求項２２】
　前記第１の支払いトリガーに含まれる前記情報は、暗号化された、あるいは、完全に保
護された情報を含む、請求項２１の装置。
【請求項２３】
　前記クライアント交渉コンポーネントは、前記交渉を実行するよう前記サードパーティ
をトリガーする要求を送信するようにさらに構成され、接続合意が前記サードパーティと
前記アクセスネットワークの間で達成されるまで、あるいは、前記交渉を継続しない決定
を得るまで前記要求は前記サードパーティに交渉することを行わせ、そこでは前記接続合
意は合意された接続パラメータを含む、請求項１９の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　米国特許法第１１９条の下での優先権の主張
　本特許出願は、２００８年１２月１６日に出願され、譲受人にこれについて譲渡された
「アクセスネットワークへの接続を可能にするためのシステム及び方法」とタイトルをつ
けられ、明らかに参照によってここに組み込まれる、米国仮出願６１／１３８，１０３号
に対する優先権を主張する。
【０００２】
　以下のものは、一般的には無線通信に関係があり、具体的にはアクセスネットワークへ
の接続合意を可能にする方法およびシステムに関係がある。
【背景技術】
【０００３】
　無線通信方式は複数ユーザに様々なタイプの通信（例えば音声、データ、特にマルチメ
ディアサービス）を供給するために広く展開される。関連する技術において、ユーザが無
線通信方式に装置を接続する場合、装置は、通信システムにアクセスするためにあらかじ
め定義された信任状およびサブスクリプト情報を使用する。信任状とサブスクリプト情報
はユーザとサービスプロバイダの間で、接続合意に結び付けられる。それは、特別の通信
システムへの装置のアクセスを限定する。したがって、装置があらかじめ定義された信任
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状およびサブスクリプト情報に基づいた特別の通信システムに接続することへロックされ
ることができるように、問題は関連する技術に存在する。さらに、信任状とサブスクリプ
トが先立って接続合意に一致しているので、信任状およびサブスクリプト情報は、静的で
、サービスプロバイダによってしっかりとコントロールされる。さらに、ユーザは、（例
えば加入を整えるかプリペイドのサービスを購入することによる）ネットワークアクセス
を前もって準備をすることが要求される。
【０００４】
　さらに、関連する技術において、ユーザは、システムプロバイダへのアクセス用の適切
な入金情報で形式（例えばウェブ形式）に書き入れることにより、通信システムプロバイ
ダに一時的に接続し得る。したがって、ユーザが形式で内容を理解し満たすことにより一
時的接続合意を確立すること活動的に含まれることが要求される。さらに、ユーザは、そ
れらに機密の入金情報を供給することによりネットワークサービスを提供する実体を信頼
することを要求される。
【０００５】
　さらに、関連する技術では、装置は、サービスプロバイダがウェブサイトへアクセスの
代価を払う、特別のネットワークサービス（ウェブサイトのような）専用のアクセスを持
ち得る。しかしながら、サービスプロバイダがネットワークアクセスを提供しない位置、
例えば別の国、においてユーザが装置を使用したい場合は、問題が存在する。サービスプ
ロバイダは通信網にアクセスするデバイスのためのローカルサービスプロバイダとの合意
を前もって整えていることが要求される。したがって、もしサービスプロバイダがまだ他
のネットワークへのアクセスの合意を前もって整えていなければ、装置は他のネットワー
クにアクセスしない。
【発明の概要】
【０００６】
　以下の事項は、そのような態様の基本的了解事項を提供するために１つ以上の態様の単
純化された要約を提供する。この要約はすべての熟考された態様の広範囲な概観でなく、
すべての態様の鍵や重大なエレメントを識別しないように　また、いずれかあるいはすべ
ての態様の範囲を描かないように意図される。その唯一の目的は、前兆として後で示され
るもっと詳細な記述に単純化された形式中の１つ以上の態様のいくつかの概念を提示する
ことである。
【０００７】
　１つの態様は、アクセス端末がアクセスネットワークとの接続をダイナミックに交渉す
る方法に関係がある。方法は、アクセス端末によって最初の通信を確立することを含み得
る。さらに、方法は最初の通信に基づいて接続のための接続パラメータを交渉することを
含み得る。さらに、方法は交渉された接続パラメータによって接続を確立することを含み
得る。
【０００８】
　１つの態様は、コンピュータ可読媒体を含むアクセスネットワークとの接続をダイナミ
ックに交渉するように構成されたコンピュータプログラムプロダクトに関係がある。コン
ピュータ可読媒体は、コンピュータに最初の通信を確立させるための少なくとも１つの命
令を含み得る。コンピュータ可読媒体は、さらにコンピュータに最初の通信に基づいて接
続用の接続パラメータを交渉させるための少なくとも１つの命令を含み得る。さらに、コ
ンピュータ可読媒体は、交渉された接続パラメータにしたがってコンピュータに接続を確
立させるための少なくとも１つの命令を含み得る。
【０００９】
　別の態様は装置に関係がある。装置は、アクセス端末によって、最初の通信を確立する
ための手段を含み得る。さらに、装置は、最初の通信に基づいて、接続用の接続パラメー
タを交渉するための手段を含み得る。さらに、装置は、交渉された接続パラメータに従っ
て接続を確立するための手段を含み得る。
【００１０】



(6) JP 5490818 B2 2014.5.14

10

20

30

40

50

　しかし、別の態様は装置に関係がある。装置は、アクセス端末によって、最初の通信を
確立するように構成された通信コンポーネントを含み得る。装置は、さらに最初の通信に
基づいて接続用の接続パラメータを交渉するように構成されたクライアント交渉コンポー
ネントを含み得る。さらに、装置は、交渉された接続パラメータに従って接続を確立する
ように構成された通信コンポーネントを含み得る。
【００１１】
　さらに別の態様は、アクセスネットワークへのアクセス端末のための接続用のアクセス
ネットワークとサードパーティがダイナミックに交渉するための方法に関係がある。方法
は、アクセス端末によって、最初の通信を確立することを含み得る。さらに、方法は、最
初の通信に基づいて、接続用接続パラメータを交渉するようサードパーティをトリガーす
る要求を送信することを含み得る。さらに、方法は、また、交渉された接続パラメータに
したがって接続を確立することを含み得る。
【００１２】
　別の態様は、コンピュータ可読媒体を含むアクセスネットワークへのアクセス端末のた
めの接続用のアクセスネットワークとダイナミックに交渉するように構成されたコンピュ
ータプログラム製品に関係がある。コンピュータ可読媒体は、コンピュータに、アクセス
端末によって、最初の通信を確立させるための少なくとも１つの命令を含み得る。さらに
、コンピュータ可読媒体は、さらにコンピュータに、最初の通信に基づいて接続用接続パ
ラメータを交渉するようサードパーティをトリガーする要求を送らせるための少なくとも
１つの命令を含んでいてもよい。より更に、コンピュータ可読媒体は、コンピュータに交
渉された接続パラメータにしたがってコンピュータに接続を確立させるための少なくとも
１つの命令を含み得る。
【００１３】
　別の態様は装置に関係がある。装置は、アクセス端末によって、最初の通信を確立する
ための手段を含み得る。さらに、装置は、最初の通信に基づいて接続のための接続パラメ
ータを交渉するようにサードパーティをトリガーする要求を送信のための手段を含み得る
。装置は、さらに交渉された接続パラメータに従って接続を確立するための手段を含み得
る。
【００１４】
　まだ、別の態様は装置に関係がある。装置は、アクセス端末によって、最初の通信を確
立するように構成された通信コンポーネントを含み得る。装置は、さらに、最初の通信に
基づいて接続のための接続パラメータを交渉するサードパーティをトリガーする要求を送
るように構成されたクライアント交渉コンポーネントを含み得る。さらに、装置は、交渉
された接続パラメータにしたがって接続を確立するように構成された通信コンポーネント
を含み得る。
【００１５】
　しかし、別の態様は、サードパーティがアクセスネットワークとアクセス端末の間の接
続の代価をダイナミックに払うべき方法に関係がある。方法はアクセス端末によって、最
初の通信を確立することを含み得る。さらに、方法は、接続に対する支払いを達成するた
めに最初の通信に基づいて支払いトリガーを送信することを含み得て、支払いトリガーは
、支払を提供する支払いプロセッサを識別する。さらに、方法は支払いプロセッサによっ
て支払いに基づいた接続を確立することを含み得る。
【００１６】
　別の態様は、ダイナミックにコンピュータ可読媒体を含むアクセスネットワークとアク
セス端末の間の接続の代価を払うように構成されたコンピュータプログラム製品に関係が
ある。コンピュータ可読媒体は、アクセス端末によって、コンピュータに最初の通信を確
立させるための少なくとも１つの命令を含み得る。コンピュータ可読媒体は、コンピュー
タにさらに接続に対する支払いを達成するために最初の通信に基づいて支払いトリガーを
送らせるための少なくとも１つの命令を含み得て、そこでは支払いトリガーは、支払いを
提供する支払いプロセッサを識別する。さらに、コンピュータ可読媒体は、さらにコンピ
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ュータに支払いプロセッサによって支払いに基づいた接続を確立させるための少なくとも
１つの命令を含み得る。
【００１７】
　別の態様は装置に関係がある。装置は、アクセス端末によって、最初の通信を確立のた
めの手段を含み得る。さらに、装置は、接続に対する支払いを達成するために最初の通信
に基づいて支払いトリガーを送信のための手段を含み得て、そこでは支払いトリガーは、
支払いを提供する支払いプロセッサを識別する。さらに、装置は、支払いプロセッサによ
って支払いに基づいた接続を確立するための手段を含み得る。
【００１８】
　まだ、別の態様は装置に関係がある。装置は、アクセス端末によって、最初の通信を確
立するように構成された通信コンポーネントを含み得る。装置は、さらに接続に対する支
払いを達成するために最初の通信に基づいて支払いトリガーを送るように構成されたクラ
イアント交渉コンポーネントを含み得て、そこでは支払いトリガーは、支払いを提供する
支払いプロセッサを識別する。さらに、装置は、さらに支払いプロセッサによって支払い
に基づいた接続を確立するように構成された通信コンポーネントを含み得る。
【００１９】
　先で関連づけられた終了の達成に対して、１つ以上の態様は請求項に以下に十分に記述
され、特に指摘された特徴を備える。次の記述および添付された図面は、１つ以上の態様
のある実例となる特徴を詳細に述べる。しかしながら、これらの特徴は、さまざまな態様
の原則が使用され得るさまざまな方法の内の少しだけを示し、この記載はそのような態様
およびそれらの等価物をすべて含むように意図される。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
　開示された態様は、例示し、かつ示された態様を制限しないために提供される、添付さ
れた図面と共に以下に記載されるだろう、そこにおいて、同様の指示が同様の要素を示す
。
【図１】図１は、本主題の態様に従って接続システムの実例である。
【図２】図２は、本主題の別の態様に従ってユーザサイドの交渉接続システムの実例であ
る。
【図３】図３は、本主題の更なる別の態様に従って交渉トリガー接続システムの実例であ
る。
【図４】図４は、本主題の更なる別の態様に従って支払いトリガー接続システムの実例で
ある。
【図５】図５は、本主題の更に更なる別の態様に従って接続システム内の使用例のアクセ
ス端末の実例である。
【図６】図６は、まだ現在の主題の別の態様に従って接続システム内の使用例のクライア
ント交渉コンポーネントの実例である。
【図７】図７は、本主題の更に別の態様に従って接続システム内の使用例のサーバ装置の
実例である。
【図８】図８は、本主題の更なる別の態様に従って接続システム内の使用例のネットワー
ク交渉コンポーネントの実例である。
【図９】図９は、本主題の別の態様とアクセスネットワークとの接続を交渉することを促
進するための例のフローの実例である。
【図１０】図１０は、本主題の更なる別の態様に従ってユーザサイドの交渉を促進する例
の方法論の実例である。
【図１１】図１１は、本主題の更なる別の態様に従って交渉トリガーを促進する例の方法
論の実例である。
【図１２】図１２は、本主題の更なる別の態様に従って支払いトリガーを促進するための
例のフローの実例である。
【図１３】図１３は、本主題の更なる別の態様に従って支払いトリガーを促進する例の方
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法論の実例である。
【図１４】図１４は、本主題の更なる別の態様に従って援助を得て接続をダイナミックに
交渉することを促進する例の方法論の実例である。
【図１５】図１５は、本主題の更なる別の態様に従ってアクセスネットワークと接続を交
渉することを促進する例のシステムの実例である。
【図１６】図１６は、本主題の別の態様に従ってアクセスネットワークと接続を交渉する
ことを促進する例システムの実例である。
【図１７】図１７は、本主題の更に更なる別の態様に従ってアクセスネットワークとの接
続に対する支払いを交渉することを促進する例のシステムの実例である。
【詳細な説明】
【００２１】
　様々な態様は、今、図面に関して記載される。次の記述では、説明の目的のために、多
数の特定の詳細は１つ以上の態様についての完全な理解を提供するために述べられる。し
かしながら、そのような態様がこれらの特定の詳細なしで実行されえることは明白であり
得る。
【００２２】
　記載された態様は、アクセスネットワークへの、あるいはアクセスネットワークを通し
てアクセスネットワークに直接または間接に接続された他のデバイスへの接続を含めて、
アクセス端末とアクセスネットワークの間の接続を可能にする方法と装置に関係がある。
接続は、アクセス端末を代表してアクセス端末サイドの交渉、あるいはサードパーティの
交渉を通じてダイナミックに確立され得る。交渉に起因する合意された接続は、アクセス
端末からアクセスネットワークまで、あるいはそのアクセスネットワークを通してのる接
続、すなわち通信リンクを定義する１つ以上のパラメータを含み得る。接続、すなわち通
信リンクは、アクセス端末が、アクセスネットワーク、あるいはアクセスネットワークを
介してアクセス端末と通信する他のデバイスにデータを送ることあるいはそこからデータ
を受けることを可能にする。
【００２３】
　さらに、あるいは代わりに、記載された態様は、アクセスネットワークによって提供さ
れた接続の費用を支払う、または援助を得る方法と装置に関係がある。１つの態様では、
サードパーティの支払いプロセッサはアクセスネットワークに、あるいはそのアクセスネ
ットワークを通して接続に対する支払いのすべてあるいはある部分を供給し得る。さらに
、接続と関係する支払いは、アクセス端末側の交渉、あるいはサードパーティの交渉を通
じてダイナミックに確立され得る。
【００２４】
　したがって、記載された態様は、接続のダイナミックな交渉、あるいは接続に払うべき
ダイナミックな能力、あるいはその両方を提供し、それによって、接続を確立し、それに
対して支払うことに柔軟性を提供する。
【００２５】
　本出願において使用されるように、「コンポーネント」、「モジュール」、「システム
」の用語とおの類似のものは、コンピュータ関連のエンティティを含むように意図され、
実行中のハードウェア、ファームウェア、ハードウェアとソフトウェアの組み合わせ、ソ
フトウェアあるいはソフトウェアのようであるがそれらに制限されていない。例えば、コ
ンポーネントは、プロセッサ上で実行するプロセス、プロセッサ、オブジェクト、１つの
実行可能な実行のスレッド、プログラムおよび／またはコンピュータであり得るが、それ
らに限定されるべきでない。実例を介して、コンピューティング装置上で作動するアプリ
ケーションとコンピューティング装置の両方は、コンポーネントになりえる。１つ以上の
コンポーネントがプロセス、および／または実行スレッド内に存在することができ、コン
ポーネントは１台のコンピュータに集中され、かつ、または、２台以上のコンピュータ間
で分配され得る。さらに、これらのコンポーネントはその上に諸データ構造を格納する様
々なコンピュータ読取り可能な媒体から実行することができる。コンポーネントは、ロー
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カルシステムにおいて、分散システムにおいて、および／または信号によって他のシステ
ムを伴うインターネットのようなネットワークを横切って、別のコンポーネントと対話す
る１つのコンポーネントからのデータのような１つ以上のデータパケットを有する信号に
従ってのようにローカルのおよび／または遠隔のプロセスを介して通信し得る。
【００２６】
　更に、さまざまな態様は、端末に関してここに記述され、それは有線端末または無線端
末であり得る。また、端末は、システム、装置、加入者ユニット、加入者設備、移動局、
モバイル、移動装置、遠隔局、遠隔端末、アクセス端末、ユーザ端末、端末、通信装置、
利用者エージェント、ユーザ装置あるいはユーザ設備（ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ：
ＵＥ）と呼ぶことができる。無線端末は、携帯電話、衛星電話、コードレス電話、セッシ
ョン開始プロトコル（Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｉｎｉｔｉａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ：ＳＩ
Ｐ）電話、ワイヤレスローカルループ（ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ｌｏｃａｌ　ｌｏｏｐ：ＷＬ
Ｌ）ステーション、携帯情報端末（ｐｅｒｓｏｎａｌ　ｄｉｇｉｔａｌ　ａｓｓｉｓｔａ
ｎｔ：ＰＤＡ）、無線接続能力を持っているハンドヘルド装置、コンピューティング装置
あるいは無線モデムに接続された他の処理デバイスであり得る。さらに、さまざまな態様
は、基地局に関してここに記載される。基地局は無線端末と通信するために利用され、ア
クセスポイント、Ｎｏｄｅ　Ｂあるいは他のある用語で呼ばれ得る。
【００２７】
　さらに、先のものに追加して、「典型的である」という単語は、例（ｅｘａｍｏｌｅ）
、事例（ｉｎｓｔａｎｃｅ）、あるいは実例（ｉｌｌｕｓｔｒａｔｉｏｎ）として役立つ
ことを意味するためにここに使用される。「典型的である」としてここに記載された態様
や設計は、他の態様あるいは設計に対して好まれるかまたは有利であるように必ずしも考
えられるべきではない。むしろ、典型的という単語の使用は、具体的な方法で概念を示す
ように意図される。さらに、用語「あるいは（ｏｒ）」は、排他的な「あるいは（ｏｒ）
」よりむしろ包括的な「あるいは（ｏｒ）」を意味するように意図される。すなわち、も
し、他の方法で特定されなかったか、文脈から明瞭でなかったならば、「ＸはＡあるいは
Ｂを使用する」のフレーズは、自然な包括的な交換のうちのどれでも意味するように意図
される。すなわち、「ＸはＡあるいはＢを使用する」のフレーズは次の事例のうちのどれ
によっても満たされる：ＸはＡを使用する；ＸはＢを使用する；あるいは、ＸはＡとＢの
両方を使用する。さらに、「１つの（ａ）」と「１つの（ａｎ）」の冠詞は、本出願およ
び添付された請求項において使用されように、もし他の方法で特定されなかったか、単数
の形式に指示される文脈から明瞭でないならば、一般的に「１つ」以上を意味するように
解釈されるべきである。
【００２８】
　ここに記述された技術は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭ
Ａおよび他のシステムのようなさまざまな無線通信システムに使用され得る。「システム
」、「ネットワーク」という用語はしばしば交換可能に使用される。ＣＤＭＡシステムは
、ユニバーサル・テレスティアル・ラジオ・アクセス（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅ
ｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ：ＵＴＲＡ）、ｃｄｍａ２０００などのような
ラジオ技術をインプリメントしてもよい。ＵＴＲＡは、広帯域（Ｗｉｄｅｂａｎｄ）のＣ
ＤＭＡ（（Ｗｉｄｅｂａｎｄ－ＣＤＭＡ：Ｗ－ＣＤＭＡ）および、ＣＤＭＡの他の変形を
含んでいる。さらに、ｃｄｍａ２０００はＩＳ－２０００標準、ＩＳ－９５標準、および
ＩＳ－８５６標準をカバーする。ＴＤＭＡシステムは、移動通信のためのグローバルシス
テム（Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏ
ｎｓ：ＧＳＭ（登録商標））のようなラジオ技術をインプリメントし得る。ＯＦＤＭＡシ
ステムは、反転型のＵＴＲＡ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ：Ｅ－ＵＴＲＡ）、ウルトラ・
モバイル・ブロードバンド（Ｕｌｔｒａ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｂｒｏａｄｂａｎｄ：ＵＭＢ）
、ＩＥＥＥ（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ、ＦｌａｓｈＯＦＤＭな
ど８０２．２０　８０２．１６　８０２．１１のようなラジオ技術をインプリメントし得
る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡはユニバーサル・モバイル・テレコミュニケーション・
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システム（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　
Ｓｙｓｔｅｍ：ＵＭＴＳ）の一部である。３ＧＰＰロングタームエボリューション（Ｌｏ
ｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ：ＬＴＥ）はＥ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの製
品である。それは、ダウンリンク上のＯＦＤＭユーザがＡおよびアップリンク上のＳＣ－
ＦＤＭＡを使用する。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥおよびＧＳＭは「第３
世代パートナーシッププロジェクト」（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒ
ｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ：３ＧＰＰ）という名の組織からドキュメントに記載されてい
る。さらに、ｃｄｍａ２０００とＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェクト２
」（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ　２：３
ＧＰＰ２）という名の組織からドキュメントに記載されている。さらに、そのような無線
通信システムは、対がない無免許のスペクトラム、８０２．ｘｘ無線ＬＡＮ、ブルーツー
ス（ＢＬＵＥＴＯＯＴＨ（登録商標））および任意の他の短いレンジもまたは長いレンジ
の無線通信技術をしばしば使用して、ピア・ツー・ピア（例えば、移動体対移動体）のア
ドホックネットワークシステムを含み得る。
【００２９】
　さまざまな態様または特徴は、多くの装置、コンポーネント、モジュール、及び類似の
ものを含み得るシステムの点から示されるだろう。さまざまなシステムが、追加の装置、
コンポーネント、モジュールなどを含み、および／または図に関して議論された装置、コ
ンポーネント、モジュールなどのすべてを含んでいるとは限らなくてもよいことが理解さ
れ、認識されるべきである。これらのアプローチの組合せも使用され得る。
【００３０】
　今、図１を参照して、１つ以上のアクセス端末１０２と１つ以上のアクセスネットワー
ク１０６を含む例の接続システム１００が示されている。アクセス端末１０２は、アクセ
スネットワーク１０６に接続し得るあらゆるデータあるいはセルの装置を含み得る。さら
に、アクセス端末１０２は、アクセス端末に載せられたアプリケーションと同様にアクセ
ス端末のコンポーネントを含み得る。アクセス端末１０２は、以前に議論された他の装置
の間において、例えば、携帯電話、ナビゲーションシステム、コンピューティング装置、
カメラ、ＰＤＡ、音楽装置、あるいは無線接続能力を持っているハンドヘルド装置であり
得る。さらに、以前に議論されたように、アクセスネットワーク１０６はアクセス端末１
０２に様々なタイプの通信結合を供給し得る。
【００３１】
　システム１００は、アクセスネットワーク１０６に対応するアクセス端末１０２用のネ
ットワーク交渉コンポーネント１０５と接続を交渉するためにクライアント交渉コンポー
ネント１０４を含み得る。クライアント交渉コンポーネント１０４が通信システムのいか
なる場所にもあってもよいことが認識されるべきである。例えば、１つの態様では、クラ
イアント交渉コンポーネント１０４はアクセス端末１０２に関係し得る。さらに、例えば
、別の態様において、サービスプロバイダ１１２は、アクセスネットワーク１０６へのア
クセス端末１０２の接続を交渉するために交渉コンポーネント１０４を持ち得る。サービ
スプロバイダ１１２はサードパーティのような任意のエンテェティであり得て、それは、
アクセスネットワーク１０６に、あるいはそのアクセスネットワークを通ってアクセス端
末１０２を接続させることに興味を持ち得る。例えば、サービスプロバイダ１１２は、ウ
ェブサイト、あるいは他の（ウェブあるいは非ウェブ）サービスを提供し得る。クライア
ント交渉コンポーネント１０４および交渉ネットワークコンポーネント１０５は、アクセ
ス端末１０２からアクセスネットワーク１０６までの、あるいはそのアクセスネットワー
クを通しての接続パラメータを定義する接続合意１０７を生成し得る。そのようなパラメ
ータはコストと同様に接続特性を定義し得る。さらに、システム１００は、さらに支払い
プロセッサコンポーネント１１０を追加的に有し得る。支払いプロセッサ１１０は、アク
セスネットワーク１０６への、あるいはそのアクセスネットワークを通してのアクセス端
末１０２の接続のためのコストに対応するサーバ１０８に支払いまたは支払いの約束を提
供し得る。
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【００３２】
　図２を参照すると、システム１００（図１）のユーザ側の交渉の態様に従って例の接続
システム２００が示されている。システム２００は、アクセス端末１０２およびアクセス
ネットワーク１０６を含んでいる。アクセス端末１０２は、クライアント交渉コンポーネ
ント１０４を有し、またはそれに関係し得、それはアクセスネットワーク１０６への、あ
るいはそのアクセスネットワークを通しての接続のためのアクセス端末１０２の関心、要
求、あるいは制限をダイナミックに交渉することが操作可能である。交渉機能は、図１０
に関してより詳細に下に議論されるだろう。別の態様において、サーバ１０８は、ネット
ワーク交渉コンポーネント１０５を有し、または関係し得て、それは１つ以上のアクセス
端末１０２のための接続を提供する際にアクセスネットワーク１０６の関心、要求、ある
いは制限を交渉することが操作可能である。接続合意１０７が、アクセス端末１０２とア
クセスネットワーク１０６の間で達成された後、アクセス端末１０２は接続合意１０７に
従って接続のためにアクセスネットワークへ直接の支払い２１０を供給し得る。
【００３３】
　今、図３を参照して、例えば、交渉トリガー態様システム１００（図１）に従って接続
システム３００の例が示されている。システム３００は、アクセス端末１０２、アクセス
ネットワーク１０６、およびサービスプロバイダ１１２を含む。アクセス端末１０２用ア
クセスネットワーク１０６への、あるいはそのアクセスネットワークを通してのアクセス
を獲得するためにサービスプロバイダ１１２をトリガーするために、アクセス端末１０２
は、サービスプロバイダ１１２に交渉トリガー３１０を送り得る。交渉トリガー３１０は
、アクセス端末１０２からサーバ１０８へ送られ、サーバ１０８は、さらに、トリガー３
１０からサービスプロバイダまで関連情報を送る。その後、サービスプロバイダ１１２は
、アクセスネットワーク１０６とアクセス端末の接続を交渉するためにアクセス端末１０
２を代表してアクセスネットワーク１０６と共に交渉することを実行し得る。サービスプ
ロバイダ１１２は、サービスプロバイダ１１２とアクセスネットワーク１０６の対応する
ネットワーク交渉コンポーネント１０５の間の接続の交渉を実行するためにクライアント
交渉コンポーネント１０４を持ち得る。接続合意１０７がアクセスネットワーク１０２と
サービスプロバイダ１１２の間に達成された後に、アクセス端末１０２は、合意されたパ
ラメータに従ってアクセスネットワーク１０６に、あるいはそのアクセスネットワークを
介して接続し得る。
【００３４】
　態様において、サーバ１０８は、サービスプロバイダ１１２とアクセスネットワーク１
０６の間で交渉された接続を監視するためにネットワーク監視コンポーネント４２を含み
得る。ネットワーク監視コンポーネント４２は、交渉された接続に関するクライアント監
視コンポーネント４０にメッセージおよび／または警報を送信することにより、アクセス
端末１０２上の対応するクライアント監視コンポーネント４０と通信し得る。例えば、サ
ーバ１０８あるいはネットワーク監視コンポーネント４２は、アクセス端末１０２に通知
するクライアント監視コンポーネント４０へアクセスネットワーク１０６への接続が（例
えばサードパーティ、あるいはアクセス端末によって）購入されたというメッセージを送
り得る。したがって、アクセス端末１０２は、アクセスネットワーク１０６への、あるい
はそのアクセスネットワークを介する接続を確立しても問題ないことを知り得る。
【００３５】
　さらに、交渉された接続がもはや有効でない場合、サーバ１０８あるいはネットワーク
監視コンポーネント４２は、クライアント監視コンポーネント４０に警報を送信し得る。
例えば、交渉された接続は、事前設定満了日付により終了し得て、あるいは、アクセス端
末が購入されたデータ移行量を使用した後、交渉による接続が分離される。１つの態様で
は、終了時間パラメータは、アクセスネットワーク１０６への交渉された接続がいつ終了
するか示す合意されたパラメータとともにアクセス端末１０２へ送られ得る。１つの態様
において、終了する交渉された接続について、サーバ１０８またはネットワーク監視コン
ポーネント４２は、アクセスネットワーク１０６への、あるいはそのアクセスネットワー
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クを介して付加的な接続を獲得するためにサービスプロバイダ１１２をトリガーするよう
にサービスプロバイダ１１２に新しい交渉トリガーを送り得る。別の態様において、クラ
イアント監視コンポーネント４０は、サービスプロバイダ１１２に送られた新しい交渉ト
リガーがアクセスネットワーク１０６へのあるいは介しての付加的な接続が必要であるこ
とをアクセス端末１０２に通知し得る。
【００３６】
　さらに、アクセス端末１０２上に格納されたアップリケ―ションがアクセスネットワー
ク１０６との合意された接続に含まれない接続を試みる場合、クライアント監視コンポー
ネント４０はアクセス端末１０２に警報してもよい。したがって、アクセス端末１０２は
、アクセスネットワーク１０６を介する要求された接続を購入するべきか、要求された接
続のユーザに通知するか（例えば、したがって、ユーザは、接続を購入することを決定し
得る）、あるいは要求された接続のための後援を要求するサードパーティへトリガーを送
るべきであるかどうか決定してもよい。
【００３７】
　さらに、ネットワーク監視コンポーネント４２は、交渉された接続に関するサービスプ
ロバイダ１１２と通信し得る。ネットワーク監視コンポーネント４２は、サービスプロバ
イダ１１２、例えば交渉された接続が終了すること、アクセス端末１０２が交渉された接
続を消費した（例えば、アクセス端末１０２が交渉された接続の一部分あるいは全てを使
用した）こと、あるいは、アクセス端末が交渉された接続に失敗したことをサービスプロ
バイダに通知するメッセージをサービスプロバイダに送信し得る。例えば、サービスプロ
バイダ１１２が、アクセス端末１０２上のナビゲーションアプリケーションを支持する接
続を提供する場合に、サービスプロバイダ１１２は、ナビゲーションアップリケ―ション
のアクセス端末１０２使用の間にアクセスネットワーク１０６への、あるいはそのアクセ
スネットワークを介しての交渉された接続の少量の接続を購入し得る。しかしながら、一
旦アクセス端末１０２がサービスプロバイダ１１２によって支持されたナビゲーションア
プリケーションを使用することをやめれば、サービスプロバイダ１１２はアクセスネット
ワーク１０６との交渉による接続を購入することを停止し得る。したがって、交渉された
接続の状態に関するネットワーク監視コンポーネント４２からの受信メッセージに基づい
て、サービスプロバイダ１１２は、アクセスネットワーク１０６からの交渉された接続を
購入し続けるべきかどうかを判断し得る。
【００３８】
　したがって、ネットワーク監視コンポーネント４２およびクライアント監視コンポーネ
ント４０を介して、アクセス端末１０２は、新しい交渉トリガーがアクセスネットワーク
１０６への、あるいはそのアクセスネットワークを通しての付加的な接続にいつ必要か通
知される。また、アクセス端末１０２は、アクセスネットワーク１０６への、あるいはそ
のアクセスネットワークによる接続が働くことがいつ合理的に予想され得ることを知るこ
とができる。
【００３９】
　図４を参照すると、システム１００（図１）の支払いトリガー態様に従った接続システ
ム４００の例が例示されている。システム４００は、アクセス端末、アクセスネットワー
ク１０６および支払いプロセッサ１１０を含み得る。アクセス端末１０２は、アクセスネ
ットワーク１０６への、あるいはそのアクセスネットワークを介してのアクセス端末１０
２の接続のためにアクセスネットワーク１０６へ送られるように支払い４１６を促すため
に、アクセス端末１０２は、支払いプロセッサ１１０に支払いトリガー４１２を送信し得
る。支払いトリガー４１２は、アクセス端末１０２からサーバ１０８へ送られ、サーバ１
０８は、さらに、トリガー４１２から支払いプロセッサ１１０に関連情報を送り得る。１
つの態様では、支払いプロセッサ１１０はサードパーティであり得る。例えば、支払いプ
ロセッサ１１０は、クレジットカード会社、インターネットを通しての支払いを許可する
サービスプロバイダ、例えばＰａｙ　Ｐａｌ、サービスプロバイダ、銀行、あるいはアク
セスネットワーク１０６に、あるいはそのアクセスネットワークを通ってアクセス端末１
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０２の接続に対する支払いを提供し得る他のサードパーティであり得る。さらに、支払い
プロセッサ１１０は、アクセス端末１０２、ユーザが操作するアクセス端末１０２、サー
ビスプロバイダ１１２のようなサードパーティ、あるいは、それらの結合したものに関連
した資金を使用して、支払いを提供し得る。
【００４０】
　図５を参照すると、１つの態様に従った例のアクセス端末１０２が例示されている。ア
クセス端末は、ネットワーク接続を管理するシステム１００の他のコンポーネントと同様
にアクセスネットワーク１０６への通信アクセスをユーザに提供する。アクセス端末１０
２は、無線通信システム上で操作可能な移動通信デバイスを含む。認識されることができ
るように、さまざまな無線通信システムがあり、それはしばしば異なるスペクトル帯域幅
および／または異なるエアーインターフェース技術を使用する。典型的なシステムは、限
定しないで、ＣＤＭＡ（ＣＤＭＡ２０００、ＥＶ　ＤＯ、ＷＣＤＭＡ）、ＯＦＤＭ、ある
いはＯＦＤＭＡ（フラッシュＯＦＤＭ、８０２．２０、ＷｉＭＡＸ、ＬＴＥ）、ＦＤＤあ
るいはＴＤＤの免許があるスペクトラムを使用するＦＤＭＡ／ＴＤＭＡ（ＧＳＭ）システ
ム、対がない免許無しのスペクトラムをしばしば使用するピア・ツー・ピア（例えば移動
対移動体）アドホックネットワークシステム、および８０２．ｘｘ無線ＬＡＮ、あるいは
ブルーツース（ＢＬＵＥＴＯＯＴＨ）技術を含む。
【００４１】
　アクセス端末１０２は、コンポーネントの１つ以上に関連した処理機能、およびここに
記述された機能の実行のためにプロセッサコンポーネント５０を含む。プロセッサコンポ
ーネント５０は、単一の組のプロセッサ、または複数の組のプロセッサ、あるいはマルチ
コアプロセッサを含むことができる。さらに、処理コンポーネント５０は統合処理システ
ムおよび／または分散処理システムとしてインプリメントすることができる。
【００４２】
　アクセス端末１０２は、さらにプロセッサコンポーネント５０によって実行されている
アプリケーションのローカルのバージョンの格納のためのようにメモリ５２を含んでいる
。メモリ５２はランダムアクセスメモリ（ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｍｅｍｏｒｙ：
ＲＡＭ）、読み取り専用メモリ（ｒｅａｄ　ｏｎｌｙ　ｍｅｍｏｒｙ：ＲＯＭ）およびそ
れの組合せを含むことができる。
【００４３】
　さらに、アクセス端末１０２は、ここで記載されたような、ハードウェア、ソフトウェ
ア、サービスを利用する１つ以上のパーティとの通信を確立し維持することを提供する通
信コンポーネント５４を含む。通信コンポーネント５４は、アクセス端末１０２と、通信
網を横切って位置した装置、および／またはアクセス端末１０２に連続的にあるいはロー
カルに接続されたデバイスのような外部装置と同様に、アクセス端末１０２上のコンポー
ネント間で通信し得る。
【００４４】
　さらに、アクセス端末１０２はさらにデータストア５６を含み得て、それは、ハードウ
ェアおよび／またはソフトウェアの適当な組み合わせになることができ、それは、ここに
記載された態様に結合して使用される情報、データベース、プログラムの大規模な記憶に
準備する。例えば、データストア５６は現在実行しないアップリケ―ションのためのデー
タレポジトリーになり得る。さらに、アクセス端末１０２はアップリケ―ション６２を含
む。
【００４５】
　アクセス端末１０２は、さらにアクセス端末１０２のユーザからインプットを受け取り
、かつユーザへのプレゼンテーションのための出力を生成することが操作可能なユーザイ
ンタフェースコンポーネント５８を含み得る。ユーザインタフェースコンポーネント５８
は、キーボード、数字パッド、マウス、タッチ感知可能なディスプレイ、ナビゲーション
キー、ファンクションキー、マイクロホン、音声認識コンポーネント、ユーザから入力を
受け取ることができる他の機構あるいはそれの任意の組合せを、これらに限定されずに含
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む、１つ以上の入力装置を含み得る。さらに、ユーザインタフェースコンポーネント５８
は、ディスプレイ、スピーカー、触覚型のフィードバックメカニズム、プリンタ、ユーザ
にアウトプットを提示することができる他の機構あるいはそれの任意の組合せを含み、こ
れらに限定されずに、１つ以上の出力装置を含んでいてもよい。アクセス端末１０２は、
図４に関して以前に議論されるようにアクセス端末１０２のための接続を交渉するために
クライアント交渉ポーネント１０４を含み得る。さらに、アクセス端末１０２は、図３に
関して以前に議論されるようなアクセス端末１０２の接続の監視のためにクライアント監
視コンポーネント４０を含み得る。
【００４６】
　今図６を参照すると、１つの態様に従って例のクライアント交渉コンポーネント１０４
が例示されている。ハードウェアおよび／またはソフトウェアの任意の適切な組合せであ
ることができるクライアント交渉コンポーネント１０４は、リクエスター８０を含み、そ
れはアクセス端末１０２との接続を要求することが操作可能である。接続要求は、アクセ
ス端末１０２とアクセスネットワーク１０６の間の接続パラメータを含み得る。さらに、
クライアント交渉コンポーネント１０４は、規則コンポーネント８６を含み、それはアク
セスネットワーク１０６に、あるいはそのアクセスネットワークを通して接続するための
規則を提供することが操作可能である。例えば、規則は、アクセス端末１０２のユーザよ
ってあらかじめ定義され得る。
【００４７】
　さらに、クライアント交渉コンポーネント１０４はデターミナー８２を含み、それはア
クセスネットワーク１０６からの示されたネットワーク接続がアクセスネットワーク１０
６との接続には受け入れ可能か、あるいは、リクエスター８０が、異なる接続パラメータ
を備えた異なる接続要求を要求するべきであるかどうか判断することが操作可能である。
さらに、クライアント交渉コンポーネント１０４は、クライアント交渉コンポーネント１
０４とネットワーク交渉コンポーネント１０５の間で合意した接続合意を受け入れるため
のアクセプタ８４を含んでいる。
【００４８】
　今、図７を参照すると、１つの態様に従った例のサーバ１０８が例示されている。サー
バ１０８は、アクセスネットワーク１０６のネットワーク接続の事項を管理する。サーバ
１０８は、ここに記載された１つ以上のコンポーネントと機能に関連した処理機能を実行
するためのプロセッサコンポーネント７０を含む。プロセッサコンポーネント７０は、単
一のあるいは複数のセットのプロセッサ、またはマルチコアプロセッサを含むことができ
る。さらに、処理コンポーネント７０は統合処理システムおよび／または分散処理システ
ムとしてインプリメントされることができる。
【００４９】
　サーバ１０８は、さらに、プロセッサコンポーネント７０によって実行されているアッ
プリケ―ションのローカルのバージョンを格納するためのようなメモリ７２を含む。メモ
リ７２は、ランダムアクセスメモリ（ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｍｅｍｏｒｙ：ＲＡ
Ｍ）、読み取り専用メモリ（ｒｅａｄ　ｏｎｌｙ　ｍｅｍｏｒｙ：ＲＯＭ）およびそれの
組合せを含むことができる。
【００５０】
　さらに、サーバ１０８は、それは、ここで記載されたように、ハードウェア、ソフトウ
ェア、及びサービスを利用する１つ以上のパーティとの通信を確立し維持することを提供
する通信コンポーネント７４を含む。通信コンポーネント７４は、サーバ１０８と、通信
網を横切って位置した装置および／またはサーバ１０８に連続的にあるいはローカルに接
続された装置のような外部装置と同様にサーバ１０８上のコンポーネント間の通信を伴得
る。
【００５１】
　さらに、サーバ１０８は、データストア７６を含み、それは、ハードウェアおよび／ま
たはソフトウェアの適切な組み合わせであることができ、それは、情報、データベース、



(15) JP 5490818 B2 2014.5.14

10

20

30

40

50

およびここの記載された態様に関して使用されたプログラムの大記憶に備える。例えば、
データストア７６は、現在実行しないアップリケ―ションのためのデータレポジトリーで
あり得る。サーバ１０８は、アクセスネットワーク１０６への、あるいはそのアクセスネ
ットワークを通しての接続を交渉するためにネットワーク交渉コンポーネント１０５を含
み得る。さらに、サーバ１０８は、図３に関して以前に議論されるようなアクセスネット
ワーク１０６へのあるいはそのアクセスネットワークを通して交渉された接続を監視する
ためのネットワーク監視コンポーネント４２を含み得る。
【００５２】
　図８を参照すると、１つの態様に従った例のネットワーク監視コンポーネント１０５が
例示されている。ハードウェアおよび／またはソフトウェアの任意の適切な組合せであり
えるネットワーク監視コンポーネント１０５は、アクセス端末１０２との接続を要求する
ことが操作可能なリクエスター６０を含む。さらに、ネットワーク交渉コンポーネント１
０５は、デターミナー６８を含む。どの接続がアクセスネットワーク１０６に利用可能か
、および他の決定の間でアクセスネットワーク１０６が、クライアント交渉コンポーネン
ト１０４からの要求された接続を提供することができるかを決定することには操作可能な
デターミナー６８。さらに、ネットワーク交渉コンポーネント１０５は、トランザクショ
ンレコード６６を含み得る。トランザクションレコード６６は、ネットワーク交渉コンポ
ーネント１０５で生じる現在のトランザクションを識別し得る。これは、一意の識別子の
形式、ステートエントリー、あるいはトランザクションの記録を維持するための他の任意
の形式であり得る。さらに、ネットワーク交渉コンポーネント１０５は、クライアント交
渉コンポーネント１０４とネットワーク交渉コンポーネント１０５に間で合意した接続合
意１０７を受け入れるためのアクセプタ８４を含む。
【００５３】
　今図９におけるフロー図を参照すると、アクセスネットワークとダイナミックに接続を
交渉する方法９０の態様が開示される。例えば、直接あるいはサードパーティを介して、
アクセスネットワークと接続を交渉するための方法９０が実行され得る。方法は、９２で
、最初の通信を確立することを含む。例えば、アクセス端末１０２は、アクセスネットワ
ーク１０６への、あるいはそのアクセスネットワークを通して最初の通信を確立し得る。
最初の通信は、例えば、アクセスポイントによって放送されたビーコン信号においてアク
セス端末によって受信される情報に基づいたアクセスネットワークのアクセスポイントと
の接触を最初に確立することを含み得る。例えば、そのような最初の接続は、アクセス端
末が、接続を確立する目的のためにアクセスポイントまたはアクセスネットワークと最初
に通信することを可能にし得る。
【００５４】
　（破線によって示されたように）任意に、アクセス端末が９４で交渉することを実行す
ることを望む場合、方法は接続のための接続パラメータを交渉することをさらに含み得る
。１つの態様において、アクセス端末１０２は、アクセスネットワーク１０６と直接の接
続のための接続パラメータをダイナミックに交渉し得る。
【００５５】
　任意に、別の態様において、９５において、方法は、サードパーティに、アクセス端末
１０２とアクセスネットワーク１０６の間の接続用アクセスネットワーク１０６とダイナ
ミック交渉することを行わせる要求を送信することを含み得る。
【００５６】
　接続パラメータは、希望の接続の目的地（例えば、１つのサーバ、終点の１つの範囲、
多数の終点、あるいは終点の複数の範囲へのみ接続）、望まれた接続のタイプ（例えば他
のタイプの接続におけるウェブブラウジング、電子メール、インスタントメッセージング
、あるいはダウンロードするアップリケ―ションに一般に使用されるプロトコルとポート
）、１つ以上のサービスの質のパラメータ、あるいは他の接続パラメータの間の接続の範
囲のようなアクセス端末１０２の好みを含み得る。言いかえれば、アクセスネットワーク
への、あるいはそのアクセスネットワークを通しての１つ以上の通信セッションを定義す
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る接続パラメータは交渉される。
【００５７】
　任意で、９８で、方法は、さらに接続に対する支払うようトリガーする要求を送信する
ことを含み得る。態様では、接続に対する支払うようトリガーする要求は接続に対する支
払いを提供するために支払いプロセッサを識別し得る。ネットワーク１０６との接続を確
立することは要求された接続用の支払いプロセッサから支払いを受け取るアクセスネット
ワーク１０６に基づき得ることはさらに認識されるべきである。
【００５８】
　次に、９６で、方法は、交渉された接続パラメータに従って接続を確立することを含み
得る。例えば、アクセス端末１０２は、接続された接続パラメータに基づいたアクセスネ
ットワーク１０６に、あるいはそのアクセスネットワークを通して接続し得る。言いかえ
れば、アクセスポイントかアクセスネットワークは通信リンクを確立し、あるいは交渉に
起因する合意された接続パラメータに基づいたアクセス端末への、あるいはそのアクセス
端末からのトラヒックを許可する。
【００５９】
　より具体的には、図２および１０を参照すると、本主題の１つの態様に従ってユーザ側
の交渉の例の方法論９００が例示されている。図１０および他に続いて記述された方法論
（例えば図１１、１３および１４）が、例の方法論を表わすことは理解されるに違いない
。しかし、他の方法論は同様の結果を達成するために利用され得て、したがって、記載さ
れた態様は、これらの例における方法論に限定されない。アクセス端末１０２は、アクセ
スネットワーク１０６との最初の接続９０６を確立する。この最初の接続９０６は、アク
セス端末１０２が、アクセスネットワーク１０６への、あるいはそのアクセスネットワー
クを通しての接続のためのアクセス端末１０２の関心、要求、限定をダイナミックに交渉
することを可能にする。アクセス端末１０２は、アクセス端末１０２上に格納されたアプ
リケーション６２を起動することにより、アクセスネットワーク１０６を設置し得る。さ
らに、アクセス端末１０２は、アクセスネットワーク１０６に接続するようにあらかじめ
プログラムされ得る。アクセス端末１０２は、アクセス端末１０２が接続するのに技術的
に可能なあらゆるアクセスネットワーク１０６に接続し得る。アクセスネットワーク１０
６は、最初の接続９０６の確立の間に、あるいはさらなるステップで、アクセス端末の技
術互換性を確認し得る。その確認は、アクセス端末１０２から受け取られた技術的な適合
証明書に対してなされ得る。態様において、最初の接続は、アクセス端末１０２、アクセ
スネットワーク１０６からのトランザクション識別（ＩＤ）を受け取る手段を含み得る。
トランザクションＩＤは、以下で議論される接続の交渉の間に使用され得る。
【００６０】
　アクセス端末１０２が、最初の接続９０６を確立した後、アクセス端末はアクセスネッ
トワーク１０６に接続要求９０８を送り得る。接続要求９０８は、アクセスネットワーク
１０６を備えたアクセス端末１０２の接続の必要性あるいは優先を示す１つ以上の接続パ
ラメータ９０２を含み得る。いくつかの態様では、接続要求９０８はパラメータに対応す
る優先順位を含み得る。接続パラメータ９０２は、アクセス端末１０２の要求された接続
の目的地（例えば１つのサーバ、終点の１つの範囲、多数の端点、あるいは終点の複数の
範囲へののみ接続）、接続の必要性のタイプ（例えば他のタイプの接続の中のウェブブラ
ウジング、電子メールインスタントメッセージングあるいはダウンロードするアップリケ
―ションに一般に使用されるプロトコルおよびポート）、あるいは他の接続パラメータに
おける接続の範囲を含む。さらに、接続パラメータ９０２は、次の定義の、例えば、フロ
ーの扱いを示すフィルタスペック（Ｆｉｌｔｅｒ　Ｓｐｅｃ）（例えば、他のタイプのＱ
ｏＳの最善の努力（Ｂｅｓｔ　Ｅｆｆｏｒｔ）、および背景（Ｂａｃｋｇｒｏｕｎｄ）、
優秀（Ｅｘｃｅｌｌｅｎｔ）に対応するＱｏＳ（サービス品質）の優先標記、３ＧＰＰ２
のＱｏＳクラス識別子、他のタイプのフロー中のｅＵＴＲＡＮ（発展したユニバーサルテ
レスティアルラジオアクセスネットワーク（Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅ
ｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ））の処理指示に対応
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するＱｏＳ（サービスの質）プライオリティ表記）、データ（例えば、中でも、２進法の
、テキストの）のタイプを分類するフィルタルール（Ｆｉｌｔｅｒ　Ｒｕｌｅｓ）、いず
れかの方向のデータ量ボリュームを識別する最大のデータボリューム（Ｄａｔａ　Ｖｏｌ
ｕｍｅ）、データボリュームを識別する最大のアップロードされたデータボリューム（Ｍ
ａｘｉｍｕｍ　Ｕｐｌｏａｄ　Ｄａｔａ　Ｖｏｌｕｍｅ）、データ量ボリュームを識別す
る最大のダウンロードされたデータボリューム（Ｍａｘｉｍｕｍ　Ｄｏｗｎｌｏａｄ　Ｄ
ａｔａ　Ｖｏｌｕｍｅ）、接続に許された時間の量を識別する最大のライフタイム（Ｍａ
ｘｉｍｕｍ　Ｌｉｆｅｔｉｍｅ）、要求されたＩＰバージョン（例えば、他のＩＰバージ
ョンの間のＩＰｖ４パブリック、ＩＰｖ４パーソナル、またＩＰｖ６）を識別する要求さ
れたＩＰバージョン（Ｒｅｑｕｅｓｔｅｄ　ＩＰ　Ｖｅｒｓｉｏｎ）、及びユーザは、他
の接続パラメータ定義の中の接続に対して支払う予定の接続、価格付けユニット（例えば
インターネット接続の１時間）、および通貨に対して払うつもりの量を示すサービスの値
段（Ｐｒｉｃｅ　ｏｆ　ｓｅｒｖｉｃｅ）を含む。１つの態様において、接続パラメータ
９０２は、アクセス端末１０２およびアクセスネットワーク１０６の両方が理解する１組
の接続パラメータを含む拡張マークアップ言語（ｅＸｔｅｎｓｉｂｌｅ　Ｍａｒｋｕｐ　
Ｌａｎｇｕａｇｅ：ＸＭＬ）オブジェクトとしてアクセスネットワーク１０６に転送され
得る。別の態様において、接続パラメータ９０２は、アクセス端末１０２およびアクセス
ネットワーク１０６の両方が理解する接続のアクセスを表現する標準化された手段につい
て記述するレジストリに含まれ得る。
【００６１】
　態様では、アクセス端末１０２はユーザからのインプットなしで、接続パラメータ９０
２を備えたアクセスネットワーク１０６に接続要求に９０８を送ってもよい。接続パラメ
ータ９０２は、例えば、アクセス端末の技術仕様書、特定のアプリケーションの接続の必
要性あるいはあらかじめ認可された接続要求を含み得る。アクセス端末１０２は、１つ以
上のパラメータ用の他の接続の必要性の間で、特別のドル量までの接続を交渉することを
あらかじめ認められ得る。別の態様では、ユーザは、あらかじめアクセスネットワーク接
続のための１組の規則を定義し得る。アクセス端末１０２のためのあらかじめ構成された
接続規則は、データベース５６に格納され得る。したがって、アクセス端末１０２は、交
渉過程に関連しているユーザなしでアクセスネットワーク１０６への、あるいはそのアク
セスネットワークを通して接続を交渉することができ得る。さらに、別の態様において、
ユーザは、さまざまな接続のために利用可能なアクセスネットワーク１０６および価格を
伴うユーザインターフェース５８上に提示されるリストおよび／またはメニューからアク
セスネットワーク１０６を選び得る。
【００６２】
　アクセスネットワーク１０６は、アクセス端末１０２から接続要求９０８を受け取り得
る。アクセスネットワーク１０６は、アクセスネットワーク１０６が要求された接続を提
供することができるかどうかを識別するために接続パラメータ９０２を調査し得る。アク
セスネットワーク１０６は、接続のために、１つ以上の利用可能な接続パラメータ９１１
を備えたアクセス端末１０２へ接続情報９１０を送り得て、それらは接続についての関連
する価格を含み得る。利用可能な接続は、例えば、特定の日および時間についての標準メ
ニュー、または利用可能な接続を含んでいる内部データベースに基づき得る。別の態様に
おいて、アクセスネットワーク１０６は要求された接続パラメータ９０２を提供すること
ができなくてもよいが、利用可能な／提案された接続パラメータ９１１を含む接続ための
カウンターオファーを備えたアクセス端末１０２へ応答し得て、それは関連する価格を含
み得る。接続情報９１０は、アクセスネットワーク１０６によってサポートされた支払い
手段を含み得る。
【００６３】
　さらに、別の態様において、一旦アクセス端末１０２が最初の接続９０６を確立すれば
、アクセスネットワーク１０６は、アクセス端末１０２との交渉を始め得る。アクセスネ
ットワーク１０６は、アクセスネットワーク１０６が、どの接続、例えば接続パラメータ
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９１１、を提示しているか示す接続情報９１０をアクセス端末１０２へ送り得て、それは
、接続の価格を含み得る。
【００６４】
　態様において、アクセス端末１０２は、異なる接続パラメータを提示する接続要求で接
続情報９１０に対する代案を作り得る。アクセス端末１０２およびアクセスネットワーク
１０６が接続と価格で合意するまで、接続要求９０８を送るアクセス端末１０２と接続情
報９１０を送るアクセスネットワーク１０６の処理プロセスが繰り返され得ることが認識
されるべきである。どんな場合も、接続合意１０７が達成されるまで、あるいは、アクセ
ス端末１０２とアクセスネットワーク１０６のいずれか、あるいはアクセス端末１０２及
びアクセスネットワーク１０６の両方からの交渉を継続しないという判断を得るまで、接
続要求９０８および接続情報９１０は任意の数の反復を通り抜け得る。交渉を続けない決
定は、交渉を継続しない他の理由の間で、応答を受信しないでまたは合意に達しない試み
、接続要求に対する応答あるいは提案された接続情報を受信しないで接続情報送ることあ
るいは接続情報を送ること、あるいは設定された時間を待つことが最大回数に達すること
に基づくメッセージを受信することを通じてのように得られるあるいは推定される。
【００６５】
　態様に従って、上記の交渉処理中に、ネットワーク交渉コンポーネント１０５は、交渉
がアクセス端末１０２とアクセスネットワーク１０６の間に生じていることを示すステー
トエントリーを作成し得る。さらに、交渉コンポーネント６０は、アクセス端末１０２と
アクセスネットワーク１０６の間の未決のトランザクションを識別する一意の識別子を作
成し得る。一意の識別子はアクセス端末１０２へ送信され、例えば、他の用途の間で、識
別されたトランザクションに対する正確な支払いと一致するために使用され得る。
【００６６】
　態様では、接続合意１０７が達成されるに際して、アクセス端末１０２は、接続パラメ
ータと価格を示すアクセスネットワーク１０６に接続応答メッセージ９１２を送り、アク
セス端末１０２が同意し、あるいはアクセスネットワーク１０６は、アクセス端末１０２
へそのような肯定応答、あるいは両方を行い得る。
【００６７】
　合意した接続と価格はアクセス端末１０２とアクセスネットワーク１０６の間に生じる
後に、アクセス端末１０２は、アクセスネットワーク１０６に対して合意された支払い９
１４を伝えてもよいし伝えられるようにさせ、ささらに、アクセスネットワークへは、支
払い９１６の受け取りを確認し得る。アクセスネットワーク１０６に接続するアクセス端
末１０２に先立って、アクセス端末１０２は、今アクセスネットワーク１０６に、あるい
はそのアクセスネットワークを通ってアクセス端末１０２が接続してもよいことをアクセ
ス端末１０２に通知するアクセスネットワーク１０６からの接続の完全なメッセージ９１
８を受信し得る。一旦接続が終われば、アクセス端末１０２は、接続合意１０７に従って
合意した接続を有するだろう。
【００６８】
　態様において、アクセスネットワーク１０６は、合意したアクセスに対する支払いを受
け取る必要がなくてもよい。例えば、接続が自由なところで、アクセスネットワークには
特別の交渉があり得る。別の態様において、支払いは、アクセス端末１０２の代わりに支
払いプロセッサ１１０を通して外部的に行なわれ得る。さらに、現在の主題の態様では、
アクセスネットワーク１０６および支払いプロセッサ１１０（図１）は、アクセスネット
ワーク１０６への接続に対する即時の支払いを要求しない合意した関係を有し得る。
【００６９】
　アクセス端末１０２がアクセスネットワーク１０６への、あるいはそのアクセスネット
ワークを通しての接続をダイナミックに交渉することを可能にすることは、アクセス端末
１０２とアクセスネットワーク１０６の前の関係のなしでアクセスネットワーク１０６に
アクセス端末１０２が接続することを可能にする。したがって、アクセスネットワーク１
０６へのあらかじめ確立している加入が接続に必要ではないので、より柔軟な接続は許さ
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れる。さらに、アクセスネットワーク１０６とアクセス端末は合意した接続について共通
の理解があるので、アクセスネットワーク１０６は、接続を確立するためにアクセス端末
１０２あるいはユーザ操作のアクセス端末１０２の識別を知る必要はない。一旦アクセス
ネットワーク１０６が合意した接続に対する支払いを受け取れば、アクセス端末１０２は
、アクセスネットワーク１０６に、あるいはそのアクセスネットワークを通して接続し得
る。したがって、特別のアクセスネットワークための接続パラメータを持つようにはアク
セス端末１０２をあらかじめ構成する必要がないし、多元接続ネットワークに接続するこ
とができる総括的な装置かもしれない。さらに、上に議論された交渉が、アクセス端末１
０２が接続することを要求している同じ媒体上に生じ、それによって処理の効率を増加さ
せる。
【００７０】
　図３及び１１を参照すると、態様に従ってアクセス端末との接続を交渉するためのサー
ドパーティに対する交渉トリガーの例の方法論１０００が例示されている。図１０に関し
て以前に議論されたように、アクセス端末１０２は、アクセスネットワーク１０６との最
初の接続１００４を確立する。アクセス端末１０２が、最初の接続１００４を確立した後
、アクセス端末１０２は、アクセスネットワーク１０６に接続要求１０１０を送り得る。
接続要求１０１０は、名前や識別子のようなエージェントＩＤ１０１１あるいはサードパ
ーティ情報を含み、それは、アクセス端末１０２を代表して接続を交渉するためにサード
パーティエージェントおよび／またはネゴシエータ１００８を識別する。接続要求は、ま
た、どの接続のアクセス端末が接続に必要なのかを識別することに、および／または交渉
を実行するかどうかを判断することについてネゴシエータまたはエージェントを補助する
ためにここでトークンとして記載された追加の情報を含む。例えば、トークンは、サード
パーティエージェントあるいは交渉者とアクセス端末１０２、アプリケーション６２、あ
るいはユーザ操作のアクセス端末１０２との間に関係が存在することを確認するのを支援
し得る。態様では、トークンは、さらに、接続要求が一度よりも多く送信されあるいは受
信されないように用心するためにトランザクションＩＤまたは一意の識別子のような識別
子を含み得る。態様では、接続要求１０１０に含まれたトークンおよび他の情報は暗号化
され、あるいは、無傷で保護された情報であり得る。
【００７１】
　態様において、アクセスネットワーク１０６が、接続要求１０１０を受け取る時に、ア
クセスネットワーク１０６はサードパーティネゴシエータ１００８に対する信用を確認し
得る。さらに、アクセスネットワーク１０６は、アクセス端末１０２から受け取られたト
リガーが有効に見えることを確認し得る。例えば、アクセスネットワーク１０６は、アク
セス端末１０２およびアクセスネットワーク１０６から進められたトークン中の暗号化さ
れたフィールドあるいは幹図の保護をチェックし、アクセスネットワーク１０６は、トー
クンの信頼性、例えば、トークンは、サードパーティネゴシエータ１００８に沿ってメッ
セージを転送する前にアクセスネットワーク１０６によって評価された他の要因中におい
て、サイズがあまり大きくないことを確認し得る。上記の確認を実行することは、サード
パーティエージェント１００８と十分な視認性を備えたアクセスネットワーク１０６の間
で交渉が行なわれることを可能にし、予め定義された関係なしでダイナミックに合意され
た接続合意を可能にすることに信頼を置く。さらに、例えば、サードパーティのネゴシエ
ータ１００８へトークンを転送する前に、大きさをチェックすることによってトークンが
有効に見えることを確認するアクセスネットワーク１０６は、適切な支払いなしで接続を
通じてデータを転送させること可能にされるデータ転送での料金の実行中の不正行為を防
ぎ得る追加の保護を提供する。
【００７２】
　アクセスネットワーク１０６は、アクセスネットワーク１０６とサードパーティネゴシ
エータ１００８の間の交渉セッションの一意の識別子を作成し得る。一意の識別子は、ユ
ーザが接続パラメータを格納することができず、接続のための支払いなしでアクセスネッ
トワーク１０６への後の接続要求のためにそれらを再使用するように、トランザクション
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のための追加のセキュリティを提供し得る。さらに、アクセスネットワーク１０６は、ア
クセス端末１０２からのトークンを転送サードパーティネゴシエータ１００８に交渉トリ
ガー１０１２を送り得る。トークンは、アクセス端末１０２、アプリケーション６２、あ
るいはユーザ操作のアクセス端末１０２、あるいはサードパーティネゴシエータ１００８
へのアップリケ―ション６２を識別してもよい。したがって、サードパーティネゴシエー
タ１００８は、アクセスネットワーク１０６によって転送されたトークンに基づいた接続
アクセス端末１０２の必要性のタイプを知り得る。サードパーティネゴシエータ１００８
は、さらにアクセスネットワーク１０６によって転送されたトークンに基づいた接続に対
してス払うべきかどうか決定する補足根拠を持ち得る。
【００７３】
　態様において、交渉トリガー１０１２を送った後、アクセスネットワーク１０６はサー
ドパーティネゴシエータ１００８へ接続要求を送り得る。接続要求が交渉トリガー１０１
２と共に送信され得ることが認識されるべきである。接続要求は、アクセス端末１０２の
接続の要求あるいは優先を示す接続パラメータ１００２を含み得る。サードパーティネゴ
シエータ１００８は、アクセスネットワーク１０６から接続要求を受け取り、接続パラメ
ータ１００２を調査し得る。サードパーティネゴシエータ１００８は、接続のために１つ
以上の利用可能な接続パラメータおよび関連する価格とともにアクセスネットワーク１０
６へ結合情報を送り得る。サードパーティネゴシエータ１００８およびアクセスネットワ
ーク１０６が接続と価格について合意するまで、あるいはサードパーティネゴシエータ、
あるいはアクセスネットワーク１０６のいずれか、またはサードパーティネゴシエータ１
００８とアクセスネットワーク１０６の両方からの交渉を継続しないという決断を取得す
るまで接続要求を送るネットワークアクセスおよび接続情報を送るサードパーティの処理
は繰り返す。交渉を継続しない決定は、応答の受信なしでまたは合意に達することなしの
試み、接続要求の起こることあるいは接続情報を送信すること、接続要求に対する応答を
受信すること、あついは、提示された接続情報を受信することなしで、設定された時間待
つこと最大回数に達することに基づいてメッセージを受信することを通して取得され、あ
るいは推定され得る。
【００７４】
　態様において、サードパーティネゴシエータ１００８は、図１０に関して上に議論され
た交渉処理を開始するだろう。サードパーティネゴシエータ１００８はアクセスネットワ
ーク１０６に接続要求１０１４を送るだろう。接続要求１０１４は、接続パラメータ１０
０２を含み得て、それは、アクセスネットワーク１０６への、あるいはそのアクセスネッ
トワークを通しての接続を確立するためのアクセス端末１０２の接続必要性あるいは優先
を示す。
【００７５】
　アクセスネットワーク１０６は、サードパーティネゴシエータ１００８から接続要求１
０１４を受け取り得る。アクセスネットワーク１０６は、アクセスネットワーク１０６が
要求された接続を提供することができるかどうかを識別するために接続パラメータ１００
２を調査し得る。アクセスネットワーク１０６は、接続のために１つ以上の利用可能な接
続パラメータおよび関連する価格を持ったサードパーティネゴシエータ１００８に接続情
報１０１６を送り得る。
【００７６】
　態様において、サードパーティネゴシエータ１００８は、異なる接続パラメータ１００
７を提示する接続要求で接続情報１０１６に対する代案を作成し得る。サードパーティネ
ゴシエータ１００８とアクセスネットワーク１０６が接続と価格について同意するまで、
接続要求１０１４を送るサードパーティネゴシエータ１００８および接続情報１０１６を
送るアクセスネットワーク１０６の処理が繰り返し得ることが認識されるべきである。一
旦、接続合意１０７がサードパーティネゴシエータ１００８とアクセスネットワーク１０
６の間で得られれば、サードパーティネゴシエータ１００８はアクセス端末１０２のため
の接続の価格を含み得る接続パラメータを示す接続肯定応答１０２０を送り得る。
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【００７７】
　現在の主題の態様において、アクセスネットワーク１０６およびサードパーティネゴシ
エータ１００８には予め確立している接続合意１０７を有し得る。したがって、アクセス
端末１０２が、サードパーティネゴシエータ１００８を識別するエージェントＩＤ１０１
１を備えたアクセスネットワーク１０６に接続要求１０１０を送る場合に、アクセスネッ
トワーク１０６はサードパーティエージェント１００８とアクセスネットワーク１０６の
間で合意された接続合意１０７開始し得る。サードパーティネゴシエータ１００８が、ア
クセスネットワーク１０６との接続を確立するためにアクセス端末１０２の識別を知る必
要がなくてもよいことが認識されるべきである。したがって、アクセス端末１０２は、複
数のアクセスネットワークに接続することができる一般的な装置であり得る。別の態様中
で、トリガー１０１２がサードパーティネゴシエータ１００８に達する時に、サードパー
ティネゴシエータ１００８はサードパーティエージェント１００８とアクセスネットワー
ク１０６の間の合意した接続合意の活性化をトリガーし得る。
【００７８】
　態様において、サードパーティネゴシエータ１００８とアクセスネットワーク１０６の
間の接続合意１０７に達成する際に、アクセスネットワーク１０６は、接続に対する支払
い１０２８を受け取り得る。サードパーティネゴシエータ１００８は、合意した接続につ
いてアクセスネットワーク１０６に支払い１０２８を送り得る。態様において、アクセス
ネットワーク１０６は、合意したアクセスに対する支払いを受け取る必要がなくてもよい
。例えば、接続が自由なところで、アクセスネットワークは特別の交渉を有し得る。別の
態様において、支払いは、サードパーティネゴシエータ１００８の代わりに支払いプロセ
ッサ１１０（図１）を通して外部的で行なわれ得る。別の態様において、アクセスネット
ワーク１０６およびサードパーティエージェント１００８は、アクセスネットワーク１０
６への接続に対する即時の支払いを要求しない合意された関係を有し得る。
【００７９】
　アクセスネットワーク１０６が一致された接続に対する支払い１０２８を受け取った後
に、アクセスネットワーク１０６は、アクセスネットワーク１０６への、あるいはそのア
クセスネットワークを通しての接続が利用可能であることを示すアクセス端末１０２へ接
続情報１０２２を送り得る。態様において、アクセス端末１０２は接続１０２４に肯定応
答し得る。アクセス端末１０２は、接続合意１０７によるアクセスネットワーク１０６へ
の、あるいはそのアクセスネットワークを通しての接続１０２６を確立する。したがって
、アクセス端末１０２のユーザは、サードパーティエージェント１００８が交渉し、アク
セスネットワーク１０６に、あるいはそのアクセスネットワークを通しての接続に対して
支払ったので、接続が自由であるという認識を有し得る。さらに、サードパーティエージ
ェント１００８がダイナミックに交渉し、アクセスネットワーク１０６に、あるいはその
アクセスネットワークを通しての接続に対して支払ったので、アクセスネットワーク１０
６はサードパーティエージェント１００８から新しい収入を受け取ることができる。
【００８０】
　態様中において、アクセス端末１０２がアクセスネットワーク１０６への、あるいはそ
のアクセスネットワークを通しての接続１０２６を確立した後、図３に関して上で議論さ
れるように、アクセスネットワーク１０６は接続１０３０を監視し得る。例えば、監視す
ることは接続１０３０がもはや有効ではない、例えば、その接続は終了した、あるいは、
接続が分離されたことを判断することを含む。一旦、接続１０３０がもはや有効ではない
ことをアクセスネットワーク１０６が決めれば、アクセスネットワーク１０６は、アクセ
スネットワーク１０６への、あるいはそのアクセスネットワークを通しての付加的な接続
の交渉のためにサードパーティネゴシエータ１００８に新しい交渉トリガー１０３２を送
り得る。新しい交渉トリガー１０３２が交渉トリガー１０１２に類似し得ることが認識さ
れるべきである。新しい交渉トリガー１０３２を受け取る際に、サードパーティネゴシエ
ータ１００８は、ステップ１０１４～１０２６に関して上に議論されたように、アクセス
ネットワーク１０６への、あるいはそのアクセスネットワークを通して新しい接続を交渉
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し得る。
【００８１】
　態様において、アクセスネットワーク１０６は、アクセス端末１０２に接続１０２６に
関するメッセージをおよび／または警告１０３６を送り得る。例えば、アクセスネットワ
ーク１０６は、接続１０３０はもはや有効ではなく、また、サードパーティネゴシエータ
１００８に送られた新しい交渉トリガーは、アクセスネットワーク１０６への、あるいは
そのアクセスネットワークを通して追加の接続に必要があることをアクセス端末１０２に
知らせる。さらに、アクセスネットワーク１０６は、アクセス端末１０２上に格納された
アップリケ―ションがアクセスネットワーク１０６とで交渉された接続に含まれない接続
を試みることをアクセス端末１０２に警告する。アクセスネットワーク１０６からメッセ
ージおよび／または警告１０３６を受け取るアクセス端末１０２について、アクセス端末
１０２は、アクセスネットワーク１０６への、あるいはそのアクセスネットワークを通し
て追加の接続の交渉のためにサードパーティネゴシエータ１００８へ新しい交渉トリガー
１０３８を送り得る。新しい交渉トリガー１０３８が交渉トリガー１０１２に類似し得る
ことが認識されるべきである。新しい交渉トリガーが、それをユニークにする値、例えば
、新しい交渉トリガーが認証されたアプリケーションによってあるいはトリガーが再送信
されるのを防ぐために送られていることを確認する値を含むことが認識されるべきである
。新しい交渉トリガー１０３８を受け取る際に、サードパーティネゴシエータ１００８は
、ステップ１０１４から１０２６に関して上記で検討されたように、アクセスネットワー
ク１０６への新しい接続を再交渉し得る（１０３４）。さらに、アクセスネットワーク１
０６がアクセス端末１０２上に格納されたアップリケ―ションがアクセスネットワークと
の交渉された接続に含まれない接続を試みていることを警告する場合に、アクセス端末１
０２は、例えば、アクセスネットワーク１０６へのあるいはアクセスネットワークを通し
ての追加の接続のために異なるサードパーティにトリガー送り、必要な接続を購入するた
めにユーザに機会を与え、他の動作の間で、ユーザによって予め認証されたように必要な
接続を自動的に購入し得る。
【００８２】
　今図１２の中のフロー図を参照すると、ダイナミックに接続に対して支払う方法１２０
の態様が開示される。例えば、方法１２０は、それによって１人以上のサードパーティあ
るいは助成者がすべてあるいはアクセス端末とアクセスネットワークの間の接続に関連し
たコストの全部あるいはある部分を支払い得る手順に関係があってもよい。２２で、方法
は最初の通信を確立することを含む。例えば、アクセス端末１０２は、アクセスネットワ
ーク１０６との最初のコミュニケーションを確立し得る。次に、２４で、方法は、アクセ
スネットワークとの接続用の支払いプロセッサからの支払いを達成するためにトリガーを
送ることを含み得る。支払いプロセッサは、サードパーティ、例えば、クレジットカード
会社、サービスプロバイダ、銀行、アクセスネットワーク１０６への、あるいはそのアク
セスネットワークを通してアクセス端末１０２の接続に対する支払いを提供してもよい他
のサードパーティであり得る。１つの態様では、トリガーはアクセス端末１０２からアク
セスネットワーク１０６へ送られ得る。別の態様において、アクセス端末１０２は、接続
およびアクセスネットワーク１０６への対応する支払いを交渉するためにサードパーティ
ネゴシエータへトリガーを送り得る。ステップ２６で、方法は支払いを受け取るアクセス
ネットワークに基づいた接続を確立することを含み得る。例えば、アクセスネットワーク
１０６が接続のための支払いプロセッサから支払いを受け取るまで、アクセス端末１０２
は、アクセスネットワーク１０６への、あるいはそのアクセスネットワークを通しての接
続を確立することができなくてもよい。
【００８３】
　さらに擬態的に、図４及び図１３を参照すると、サードパーティが、態様に従ってアク
セスネットワークへの接続に対して支払うために支払いトリガーを促進する例方法論１１
００が例示された。アクセス端末１０２は、アクセスネットワーク１０６を備えた最初の
接続１１０８を確立する。アクセス端末１０２が最初の接続１１０８を確立した後、アク
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セス端末１０２は、アクセス端末１０２とアクセスネットワーク１０６の間の合意した接
続に対する支払うサードパーティ支払いプロセッサ１１０を識別するアクセスネットワー
ク１０６に支払いトリガーに１１１０を送り得る。支払いトリガー１１１０は、アクセス
ネットワークによって読み取り可能であるが変更可能でない支払い機能に関係する情報を
カプセルに入れるパラメータ１１２８を含み得る。例えば、パラメータ１１２８は、他の
パラメータの間で、受取人（例えば、アクセス端末１０２が接続を要求しているアクセス
ネットワーク）、サードパーティ支払いプロセッサ１１０、金銭の量、および取引が起こ
るだろう通貨を含み得る。さらに、サードパーティ支払いプロセッサ１１０は、要求され
たサービスにアクセスネットワークへの支払いを提供することができる任意のエンティテ
ィであり得る。例えば、サードパーティ支払いプロセッサ１１０は、他の支払いのエンテ
ィティの間において、クレジットカード会社、オンライン会社、あるいは銀行であり得る
。支払いは、実際の資金移動がそのインスタンスで実行されなかったとしても、十分で及
び／または信頼された支払いの約束を提供するあらゆる表示を指し得る。
【００８４】
　態様において、アクセスネットワーク１０６は、支払いプロセッサートリガー１１１０
に含まれたユーザの支払い情報に関する個人的な情報にアクセスしない。例えば、アクセ
スネットワーク１０６は、他の機密の支払い情報の間において、ユーザ名、クレジットカ
ード情報、および請求先にアクセスしない。したがって、アクセス端末１０２のユーザは
、機密の支払い情報をアクセスネットワーク１０６に提供する必要はない。別の態様では
、部分的な暗号化あるいは完全保護は、追加の保護手段のために払込取引において使用さ
れ得る。１つの態様において、単一のメッセージ１１１０として示された支払いトリガー
は、アクセス端末１０２とアクセスネットワーク１０６の間の多数のシグナリングイベン
トからら成り得る。
【００８５】
　支払いトリガーを受け取った後に、アクセスネットワーク１０６は、サードパーティ支
払いプロセッサ１１０に対する信用を確認し得る。さらに、アクセスネットワーク１０６
は、支払いトリガー１１１０の認証、例えば、金銭の量と通貨が要求された接続に対して
合理的であること、支払いトリガーが接続合意を修正することに言及しているかどうか、
また、価格が他の認証の間において、要求された接続のための合意したものであるかどう
かを確認得る。確認処理の後に、アクセスネットワーク１０６は、サードパーティ支払い
プロセッサ１１０へパラメータ１１２８を備えた支払いトリガー１１１４を転送し得る。
【００８６】
　支払いプロセッサ１１０はアクセスネットワーク１０６から支払いトリガー１１１４を
受け取る。支払いプロセッサは立証ステップ１１１６、例えば、支払いトリガーにおいて
要求された金銭の量が、実行された他の認証の間において正しいこと、を実行する。サー
ドパーティ支払いプロセッサ１１０は、アクセスネットワーク１０６への要求された支払
い１１２０を送信し得る。
【００８７】
　態様では、アクセスネットワーク１０６は、アクセスネットワーク１０６への要求され
た接続用の払込取引を識別する一意の名前を作成してもよい。サードパーティ支払いプロ
セッサ１１０は、アクセスネットワーク１０６へ支払い１１２０を供給するために、別の
支払いプロセッサ１１１８へ支払いトリガーを転送し得る。したがって、支払い１１２０
が、一意の識別子がアクセスネットワーク１０６との要求された接続向けであることを示
す限り、アクセスネットワーク１０６によって受け取られた支払い１１２０は、任意のソ
ースから来てもよい。一旦、支払い１１２０がアクセスネットワーク１０６によって受け
取られれば、アクセス端末１０２はアクセスネットワーク１０６に、あるいはそのアクセ
スネットワークを通って接続してもよい（１１２２）。
【００８８】
　アクセス端末１０２へ接続することに対する支払いがサードパーティ支払いプロセッサ
１１０によって提供されるので、アクセス端末１０２は機密の支払い情報を接続システム
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に任せる必要はない。ユーザが予め確立した関係を持ち得るサードパーティ支払いプロセ
ッサ１１０は、アクセスネットワーク１０６に対する要求された支払いを提供する。した
がって、接続がアクセスネットワーク１０６へのアクセス端末１０２によって要求される
ときに、支払い１１２０はダイナミックに交渉され得る。サードパーティプロセッサ１１
０がアクセスネットワーク１０６との接続に対する支払いを交渉することを可能にするこ
とは、要求された接続のためにより低いレートを提供し得る。例えば、サードパーティ支
払いプロセッサ１１０が大企業である場合、サードパーティ支払いプロセッサ１１０は個
人ユーザより低い接続レートを備え得る。
【００８９】
　今、図１４を参照すると、態様に従うアクセスネットワークへの接続の補助金を交付す
ることをダイナミックに交渉することを促進する例の方法論１２００が例示されている。
アクセス端末１０２は、アクセスネットワーク１０６を備えた最初の接続１２１０を確立
し得る。図１０に関して上に議論されるように、アクセス端末１０２は、アクセスネット
ワーク１０６へ接続要求１２１２を供給し得る。接続要求１２１２は接続パラメータ１２
３４を含み得る。
【００９０】
　接続要求１２１２の受信に際して、アクセスネットワーク１０６は最初の助成者プロバ
イダ１２０４にトリガー１２１４を送り得る。トリガー１２１４は要求された接続パラメ
ータを含み得る。さらに、アクセスネットワークは別の助成者プロバイダ１２０８にトリ
ガー１２１６を送り得る。トリガー１２１６は要求された接続パラメータ１２３４を含み
得る。アクセスネットワーク１０６との接続のために交渉する多数の助成者プロバイダし
得ることが認識されるべきである。
【００９１】
　態様において、接続要求１２１２は、要求された支払いを提供するかあるいはアクセス
ネットワーク１０６と接続を交渉するために、特別の助成者、例えば第１の助成者プロバ
イダ１２０４を識別する助成者ＩＤを含み得る。別の態様において、アクセス端末１０２
が、要求された接続１２１２を助成者に転送するために、アクセスネットワークとの接続
を要求するときに、第１の助成者プロバイダ１２０４はアクセスネットワーク１０６に通
知し得る。さらに、別の態様において、アクセスネットワーク１０６は、アクセス端末の
技術仕様書に基づいて、要求された接続１２１２、特別の助成者プロバイダに転送し得る
。したがって、アクセス端末１０２と助成者プロバイダの予め存在する関係は、助成者が
接続を交渉するかあるいは要求された接続１２１２についてのアクセスネットワーク１０
６に支払いを提供するのには必要ではない。
【００９２】
　態様において、図１０に関して上に議論されたそれに似ている第１の交渉１２１８は、
第１の接続合意１０７に帰着するアクセスネットワーク１０６と第１の助成者プロバイダ
１２０４の間に生じてもよい。さらに、第２の交渉１２２２が、第２の接続合意１０７に
帰着するアクセスネットワーク１０６と第２の助成者プロバイダ１２０８の間に生じ得る
。アクセスネットワーク１０６は、要求された接続１２１２についてのアクセスネットワ
ーク１０６と助成者プロバイダ１２０４および１２０６の間で達せられた接続合意１０７
をアクセス端末１０２に通知し得る。
【００９３】
　アクセスネットワーク１０６は、第１の助成者プロバイダ１２０４、第２の助成者プロ
バイダ１２０８、アクセス端末１０２、あるいは上記のもののうちのいずれかの組合せか
ら、アクセスネットワーク１０６への、あるいはそのアクセスネットワークを通しての合
意された接続に対する、支払い１２２６、１２２８、および１２３０を受け取り得る。態
様において、アクセスネットワーク１０６が、支払い１２２６、１２２８および１２３０
を受け取る場合に、アクセス端末１０２は、接続合意１０７に従ってアクセスネットワー
ク１０６との、あるいはそのアクセスネットワークを通しての接続を確立し得る。
【００９４】
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　異なる助成者プロバイダがアクセスネットワーク１０６でアクセス端末１０２によって
要求されたアクセスのために交渉することを可能にすることは、助成者プロバイダがそれ
ぞれ、要求された接続に必要な料金の一部だけを払うことを可能にすることにより、より
安いブロードバンドアクセスを提供し、他の利点の間において、ブロードバンド利用性を
増し得る。
【００９５】
　今図１５を参照すると、アクセスネットワークと接続を交渉するように構成されたシス
テム１３００が例示されている。例えば、システム１３００は、送信器、移動体装置など
内に少なくとも部分的に存在することができる。システムが機能ブロックを含むように表
され、それは、プロセッサ、ソフトウェアあるいはそれらの組合せ（例えば、ファームウ
ェア）によってインプリメントされた機能を表わす機能的ブロックでありえることが認識
されるべきである。システム１３００は、アクセスネットワークと接続を交渉することを
促進する電気コンポーネントの論理的なグルーピング１３０２を含む。例えば、論理的な
グルーピング１３０２は、アクセス端末によって、最初の通信を確立するためのコンポー
ネント１３０４を含み得る。さらに、論理的なグルーピング１３０２は、接続用接続パラ
メータを交渉するためのコンポーネント１３０６を備え得る。さらに、論理的なグルーピ
ング１３０２は、交渉された接続パラメータによって接続を確立するためのコンポーネン
ト１３０８を備え得る。さらに、システム１３００は、電気コンポーネント１３０４、１
３０６および１３０８に関連した機能を実行するための命令を保存するメモリ１３１０を
含むことができる。メモリ１３１０の外側にあることとして示される一方、電気コンポー
ネント１３０４、１３０６および１３０８の１つ以上がメモリ１３１０内に存在すること
ができることが理解されることになっている。
【００９６】
　今、図１６を参照すると、アクセスネットワークと接続を交渉するように構成されたシ
ステム１４００が例示されている。例えば、システム１４００は、送信器、モバイルデバ
イスなど内に少なくとも部分的に存在することができる。システム１４００は機能ブロッ
クを含むように表され、それは、プロセッサ、ソフトウェア、あるいはそれらの組合せ（
例えば、ファームウェア）によってインプリメントされた機能を表わす機能的ブロックで
ありえることが認識されるべきである。システム１４００は、アクセスネットワークと接
続を交渉することを促進する電気コンポーネントの論理的なグルーピング１４０２を含む
。例えば、論理的なグルーピング１４０２はアクセス端末による最初の通信を確立するた
めのコンポーネント１４０４を含み得る。さらに、論理的なグループピング１４０２は、
接続についての接続パラメータを交渉するためにサードパーティをトリガーする要求を送
るためのコンポーネント１４０６を含み得る。さらに、論理的なグルーピング１４０２は
、交渉された接続パラメータに従って接続を確立するためのコンポーネント１４０８を含
み得る。さらに、システム１４００は、電気コンポーネント１４０４、１４０６および１
４０８に関連した機能を実行するための命令を保存するメモリ１４１０を含むことができ
る。メモリ１４１０の外側にあるように示される一方、電気コンポーネント１４０４、１
４０６および１４０８の１つ以上がメモリ１４１０内に存在することができることが理解
されるべきである。
【００９７】
　今、図１７を参照すると、アクセスネットワークとの接続に対する支払いを交渉するよ
うに構成されたシステム１５００が例示されている。例えば、システム１５００は、送信
器、移動体装置など内に少なくとも部分的に存在することができる。システム１５００が
、プロセッサ、ソフトウェア、あるいはそれらの組合せ（例えば、ファームウェア）によ
ってインプリメントされた機能を表わす機能的ブロックでありえる、機能ブロックを含ん
でいるように表わされることが認識されるべきである。システム１５００は、アクセスネ
ットワークとの接続に対する支払いを交渉することを促進する電気コンポーネントの論理
的なグルーピング１５０２を含む。例えば、論理的なグルーピング１５０２はアクセス端
末による最初の通信の確立のためのコンポーネント１５０４を含み得る。さらに、論理的
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なグルーピング１５０２は、接続に対する支払いを達成するために支払いトリガーを送る
コンポーネント１５０６を含み得て、そこでは支払いトリガーは支払いを提供する支払い
プロセッサを識別する。さらに、論理的なグルーピング１５０２は、サードパーティによ
って支払いに基づいた接続を確立するコンポーネント１５０８を含み得る。さらに、シス
テム１５００は、電気コンポーネント１５０４、１５０６および１５０８に関連した機能
を実行するための命令を保存するメモリ１５１０を含むことができる。メモリ１５１０の
外側にあるとして示されたが、電気コンポーネント１５０４、１５０６および１５０８の
１つ以上がメモリ１５１０内に存在することができることが理解されるべきである。
【００９８】
　図２－４、９－１２に関連して上記の機能のそれぞれは、アクセス端末１０２のユーザ
に各種サービスを供給するために互いと結合し得ることが認識されるべきである。例えば
、アクセス端末１０２は、アクセス端末の接続を交渉するために、要求された接続のため
に支払うサードパーティと同様に、サードパーティをトリガーしえる。さらに、アクセス
端末１０２は、アクセスネットワークとの接続のそれ自身の交渉を行なってもよいが、要
求された接続に払うためにサードパーティをトリガーし得る。アクセス端末１０２は、同
時に、引き続いて、あるいは連続して、複数のアプリケーションによって必要とされるよ
うな、特定の接続の多数のインスタンスを交渉する多数のサードパーティをトリガーし得
、また要求された接続に支払うために多数のサードパーティをトリガーし得る。さらに、
アクセス端末１０２あるいはサードパーティは、異なるネットワークエンドポイントある
いはポートへの、あるいは異なる特性を備えた接続のそれぞれのために多数の交渉を行な
うことができる。
【００９９】
　さらに、アクセス端末に接続を提供しようとしている１つを超えるアクセスネットワー
クがあり得る。例えば、ユーザは、アクセスネットワークに接続することを要求するアプ
リケーションを開き得る。ユーザは、アクセスネットワークが要求された接続に提示する
価格を持つエリアにおけるアクセスプロバイダのリスト、アクセスネットワークが提供す
る接続のタイプ、およびアクセスネットワークが受け付けるサードパーティの支払い方法
が準備され得る。ユーザは、選択された接続に対する支払いを提供するためにそれらが接
続したいどのアクセスネットワークおよびサードパーティ支払い方法を選び得る。したが
って、ユーザは、かれらが要求された接続に使用し得るさまざまなアクセスネットワーク
を回って買い物をし得る。あるいは、アクセス端末は、以前に用いられているアクセスネ
ットワーク、価格などのようないくつかの基準に基づいたアクセスネットワークを選択し
てもよい。さらに、アクセスネットワークへの、あるいはそのアクセスネットワークを通
しての接続のために上に議論された交渉を同時に実行するアクセス端末内に１つをより多
いアプリケーションがあり得る。例えば、通信するアップリケ―ションがアクセスネット
ワークへの個別の接続を交渉している間、ナビゲーションアプリケーションはアクセスネ
ットワークへの接続を交渉し得る。アクセスネットワークとの接続を要求する個別のアプ
リケーションは、互いについての知識を持っていなくてもよく、および上に議論されるよ
うな多数の交渉が、いつでも、例えば、同時にあるいは順に生じ得ることは認識されるべ
きである。さらに、各交渉は他の交渉に干渉せずに、他のものとは独立し特有の接続に帰
着し得る。
【０１００】
　ここで開示された実施例と関連する様々な実例となるロジック、ロジックブロック、モ
ジュール、および回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ｄｉｇｉｔａｌ　
ｓｉｇｎａｌ　ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ：ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ａｐｐｌｉｃａ
ｔｉｏｍ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ：ＡＳＩＣ）、フ
ィールドプログラマブルゲートアレイ（ｆｉｅｌｄ　ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ｇａｔ
ｅ　ａｒｒａｙ：ＦＰＧＡ）、あるいは他のプログラマブルロジックデバイス、個別のゲ
ートあるいはトランジスターロジック、個別のハードウェアコンポーネント、あるいはそ
れのここに記述された機能を実行するための専用それらの任意の組合せでインプリメント
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されあるいは実行され得る。汎用プロセッサは、マイクロプロセッサであり得るが、代わ
りに、プロセッサは任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、あ
るいはステートマシンであり得る。プロセッサは、また、コンピューティング装置の組み
合わせ、例えばＤＳＰとマイクロプロセッサの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳ
Ｐコアと協力する１個以上のマイクロプロセッサ、あるいは他のそのような構成としてイ
ンプリメントされ得る。さらに、少なくとも１台のプロセッサは、ステップおよび／また
は上に記述された動作の１つ以上を行なうのに操作可能な１つ以上のモジュールを含み得
る。
【０１０１】
　さらに、ここに示された態様に関して記述された方法かアルゴリズムのステップおよび
／またはアクションは、ハードウェア、プロセッサによって実行されたソフトウェアモジ
ュール、あるいはその２つの組合せで直接具体化され得る。ソフトウェアモジュールは、
ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリー、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメ
モリ、レジスタ、ハードディスク、取外し可能ディスク、ＣＤ－ＲＯＭあるいは当該技術
で既知の記憶媒体の他の形式に存在し得る。典型的な記憶媒体は、プロセッサが記憶媒体
から情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き込むことができるような、プロセッサにつな
がれ得る。代わりに、記憶媒体は、プロセッサに不可欠であり得る。さらに、いくつかの
態様では、プロセッサと記憶媒体はＡＳＩＣに存在し得る。さらに、ＡＳＩＣはユーザ端
末に存在し得る。代わりに、プロセッサと記憶媒体はユーザ端末の個別コンポーネントと
して存在し得る。さらに、いくつかの態様中において、方法またはアルゴリズムのステッ
プまたは動作は、機械可読媒体および／またはコンピュータ可読媒体にコードおよび命令
の１つあるいは任意の組合せあるいはセットとして存在し得、または、コンピュータプロ
グラム製品に組み入れら得る。
【０１０２】
　１つ以上の態様において、記述された機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファーム
ウェア、あるいはそれの任意の組合せ中でインプリメントされ得る。もしソフトウェアに
おいてインプリメントされれば、機能はコンピュータ可読媒体上に１つ以上の命令あるい
はコードとして格納され、あるいは送信され得る。コンピュータ可読媒体は、コンピュー
タプログラムをある場所から他の場所への転送を可能にするあらゆる媒体を含むコンピュ
ータ記憶媒体および通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、コンピュータによってアクセス
することができるあらゆる利用可能なメディアであり得る。限定ではなく、例により、そ
のようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ、また
は他の光学ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置あるいは他の磁気記憶装置、あるい
は、コンピュータは、希望のプログラムコードを命令あるいはデータ構造の形で運ぶか格
納するために使用することができ、コンピュータによってアクセスされることができるあ
らゆる媒体を含むことができる。さらに、どんな接続もコンピュータ可読媒体と名付けら
得る。例えば、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者線
（ＤＳＬ）あるいは赤外線、ラジオおよびマイクロ波のような無線技術を使用して、ソフ
トウェアがウェブサイト、サーバあるいは他の遠隔の出所から送信される場合、同軸ケー
ブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬあるいは赤外線、ラジオおよびマイ
クロ波のような無線技術は、媒体の定義に含まれている。ここで使用されるように、ディ
スク（ｄｉｓｋ）とディスク（ｄｉｓｃ）は、ディスク（ｄｉｓｋ）が通常レーザーで光
学上データを再生する一方、ディスク（ｄｉｓｃ）が通常磁気的にデータを再生する、コ
ンパクトディスク（ｃｏｍｐａｃｔ　ｄｉｓｃ：ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）
、光ディスク、ディジタル・バーサタイル・ディスク（ｄｉｇｉｔａｌ　ｖｅｒｓａｔｉ
ｌｅ　ｄｉｓｃ：ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスクおよびブルーレイディスク
を含む。上記のものの組合せもコンピュータが読めるメディアの範囲内で含まれるべきで
ある。
【０１０３】
　先の開示が実例となる態様および／または実施例について議論する一方、さまざまな変



(28) JP 5490818 B2 2014.5.14

10

20

30

40

50

更および修正が添付された請求項によって請求されるような記述された態様および／また
は定義されるような実施例の範囲から外れずに、行われることができることは注目される
べきである。更に、記述された態様および／または実施例の構成要素は、単数に記述され
得るし請求され得るが、もし単数への制限が明示的に述べられなければ、複数と考えられ
る。さらに、もし他の方法で述べられなかったならば、任意の態様および／または実施例
の全てまたは一部は、任意の他の態様および／または実施例の全てまたは一部で利用され
得る。
　以下に、本願出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［１］アクセス端末がアクセスネットワークとのダイナミックに接続を交渉する方法であ
って、アクセス端末によって最初の通信を確立すること、前記最初の通信に基づいて接続
のための接続パラメータを交渉すること、および前記交渉された接続パラメータによって
前記接続を確立すること
　を含む方法。
［２］前記交渉することは、接続要求の送信することであって、そこでは前記接続要求は
要求された接続パラメータを含む、送信すること、接続情報を受け取ることであって、そ
こでは前記接続情報は提案された接続パラメータを含む、受け取ること、および前記提案
された接続パラメータが前記要求された前記接続パラメータを満たさない場合、接続合意
が達成されるまで、あるいは、前記交渉を継続しない決定を得るまで、接続要求を送信す
ることおよび接続情報を受取ることを繰り返すことであって、そこでは前記接続合意は合
意された接続パラメータを含む、繰り返すことを備える［１］の方法。
［３］前記接続パラメータは価格を含む［１］の方法。
［４］前記アクセスネットワークとの接続のための接続パラメータを交渉するサードパー
ティをトリガーする要求を送信することをさらに備える［１］の方法。
［５］トリガーする前記要求は、前記アクセスネットワークへ送られ、トリガーする前記
要求は、前記アクセスネットワークに前記サードパーティをトリガーすることを行わせ、
前記トリガーはトリガーするための前記受信された要求に含まれる情報を含む、［４］の
方法。
［６］前記トリガーに含まれる情報は、暗号化された、あるいは、完全に保護された情報
を含む、［５］の方法。
［７］前記アクセスネットワークへリクエストを送ることは、前記アクセスネットワーク
が前記接続合意を交渉するよう前記サードパーティをトリガーすることを可能にするため
に、サードパーティ情報を含むことを特徴とする［４］の方法。
［８］前記アクセスネットワークへ支払いを達成する支払いトリガーを送ることを更に備
え、前記支払いトリガーは、前記アクセスネットワークとの接続に対して支払いを提供す
る支払いプロセッサを識別し、接続を確立することは、さらに前記支払いプロセッサから
の前記支払いを受取る前記アクセスネットワークに基づく、［１］の方法。
［９］前記支払いトリガーを送ることは、前記支払いプロセッサに送るかあるいは前記ア
クセスネットワークに送ることをさらに含む、［８］の方法。
［１０］前記支払いトリガーを送ることは、前記アクセスネットワークに第２の支払いト
リガーを支払いプロセッサに送ることを行わせる第１の支払いトリガーを送ることをさら
に備え、前記第２の支払いトリガーは、前記第１の支払いトリガーに含まれる情報を含む
、［８］の方法。
［１１］前記第１の支払いトリガーに含まれる前記情報は、暗号化された、あるいは、完
全に保護された情報を含む、［１０］の方法。
［１２］前記アクセスネットワークとの接続のための接続パラメータを交渉するサードパ
ーティをトリガーする要求を送信することをさらに備える、［８］の方法。
［１３］接続パラメータを交渉するよう前記サードパーティをトリガーする前記要求は、
前記接続合意が前記サードパーティと前記アクセスネットワークの間で達成されるまで、
または、前記交渉することを継続しない決定を得るまで、前記サードパーティに接続要求
を送ることおよび前記接続情報を受取ることを行わせる、［１２］の方法。
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［１４］アクセスネットワークとの接続をダイナミックに交渉するように構成されるコン
ピュータプログラム製品であって、コンピュータに最初の通信を確立させるための少なく
とも１つの命令と、前記コンピュータに、前記最初の通信に基づいて、接続のための接続
パラメータを交渉することを行わせるための少なくとも１つの命令と、前記コンピュータ
に、前記交渉された接続パラメータに従って接続を確立することを行わせるための少なく
とも１つの命令
を備えるコンピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製品。
［１５］最初の通信を確立するための手段と、前記最初の通信に基づいて、接続のための
接続パラメータを交渉するために手段と、前記交渉された接続パラメータによって接続を
確立するための手段とを備える装置。
［１６］最初の通信を確立するように構成された通信コンポーネントと、前記最初の通信
に基づいて、接続のための接続パラメータを交渉するように構成されたクライアント交渉
コンポーネントを備え、前記通信コンポーネントは、前記交渉された接続パラメータに従
って接続を確立するように構成される、装置。
［１７］前記クライアント交渉コンポーネントは、要求された接続パラメータを含む接続
要求を送信するように、提案された接続パラメータを含む結合情報を受け取るように、お
よび前記提案された接続パラメータは前記要求された接続パラメータを満たさない場合に
、合意された接続パラメータを含む接続合意が達成されるまで、あるいは、交渉を継続し
ない決定を得るまで前記接続要求を送ることおよび前記接続情報を受取ることを繰り返す
ようにさらに構成される、［１６］の装置。
［１８］前記接続パラメータは価格を含む、［１６］の装置。
［１９］トリガーする前記要求は、アクセスネットワークへ送られ、トリガーする前記要
求は、前記サードパーティに前記アクセスネットワークをトリガーすることを行わせ、前
記トリガーはトリガーする前記受信された要求に含まれる情報を含む、［１６］の装置。
［２０］前記トリガーに含まれた前記情報は、暗号化され、完全に保護された情報を含む
、［１９］の装置。
［２１］前記アクセスネットワークへの前記要求は、前記接続合意を交渉するよう前記サ
ードパーティをトリガーするためのサードパーティ情報を含む、［１９］の装置。
［２２］前記クライアント交渉コンポーネントが前記アクセスネットワークへの支払いを
達成するために支払いトリガーを送ることをさらに備え、前記支払いトリガーは、前記ア
クセスネットワークとの接続に対して支払いを提供する支払いプロセッサを識別し、前記
接続は、さらに、前記支払いプロセッサから前記支払いを受け取る前記アクセスネットワ
ークに基づいて確立される、［１６］の装置。
［２３］前記クライアント交渉コンポーネントは、前記支払いプロセッサまたは前記アク
セスネットワークに支払いトリガーを送るようにさらに構成される、［２２］の装置。
［２４］前記支払いトリガーは、前記アクセスネットワークが支払いプロセッサへ第２の
支払いトリガーを送ることを開始するために送られる第１の支払いトリガーと、前記第１
の支払いトリガーに含まれている情報を含む前記第２の支払いトリガーをさらに備える、
［２３］の装置。
［２５］前記第１の支払いトリガーに含まれる前記情報は、暗号化された、あるいは、完
全に保護された情報を含む、［２４］の装置。
［２６］前記クライアント交渉コンポーネントは、前記交渉を実行するよう前記サードパ
ーティをトリガーする要求を送信するように構成され、合意された接続パラメータを含む
接続合意が前記サードパーティと前記アクセスネットワークの間で達成されるまで、ある
いは、接続合意が合意された接続パラメータを含む交渉を継続しない決定を得るまで前記
要求は前記サードパーティに交渉することを行わせる、［２２］の装置。
［２７］サードパーティがアクセスネットワークとのアクセス端末の接続のためにアクセ
スネットワークとダイナミックに交渉する方法であって、アクセス端末によって、最初の
通信を確立すること、前記最初の通信に基づいて、接続のための接続パラメータを交渉す
るようサードパーティをトリガーする要求を送ること、および前記交渉された接続パラメ
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ータに従って接続を確立すること
を備える方法。
［２８］前記サードパーティをトリガーする要求を送信することは、前記サードパーティ
と前記アクセスネットワークとの間の接続合意が達成されるまであるいは交渉することを
継続しない決定を得るまでサードパーティに交渉するようトリガーする要求を送ること、
および前記アクセス端末で、接続合意の少なくとも一部分を含む接続情報を受け取ること
を備え、前記接続情報は、前記サードパーティと前記アクセスネットワークとの間の合意
されたパラメータも少なくとも１つを含むかあるいは関係する情報を含む、［２７］の方
法。
［２９］トリガーする要求を送信することは、前記アクセスネットワークとの接続を交渉
するためにサードパーティを識別するエージェント識別子を送ることをさらに備える、［
２７］の方法。
［３０］支払いトリガーを送ることをさらに備え、前記支払いトリガーは、前記アクセス
ネットワークとの接続に対する支払いを提供するために支払いプロセッサを識別する、［
２７］の方法。
［３１］前記要求は暗号化された情報を含む、［２７］の方法。
［３２］前記接続を監視することに基づいた前記サードパーティへの接続に関する情報を
送ること、前記アクセスネットワークとの新しい接続のための新しい接続パラメータの新
しい交渉を実行するようサードパーティをトリガーする要求を送信することであって、そ
こでは新しい要求は前記情報に基づいて送信される、要求を送信すること、および前記新
しい交渉に基づいた前記新しい接続を確立することをさらに備える、［２７］の方法。
［３３］前記情報は、確立された接続の種類、接続のための時間、接続の間に許可された
データ転送量、あるいは接続の終了時間の少なくとも１つを含む、［３２］の方法。
［３４］アクセスネットワークへのアクセス端末の接続のためにアクセスネットワークと
ダイナミックに交渉するように構成されたコンピュータプログラム製品であって、コンピ
ュータにアクセス端末によって最初の通信を確立することを行わせるための少なくとも１
つの命令と、前記コンピュータに前記最初の通信に基づいて、前記アクセスネットワーク
との接続のための接続パラメータを交渉するようサードパーティをトリガーする要求を送
ることを行わせるための少なくとも１つの命令と、前記コンピュータに前記交渉された接
続パラメータに従って接続を確立することを行わせるための少なくとも１つの命令を備え
るコンピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製品。
［３５］最初の通信を確立するための手段と、前記最初の通信に基づいて、アクセスネッ
トワークとの接続のための接続パラメータを交渉するようサードパーティをトリガーする
要求を送信するための手段と、前記交渉された接続パラメータに従って接続を確立するた
めの手段を備える装置。
［３６］最初の通信を確立するように構成された通信コンポーネントと、および前記最初
の通信に基づいて、前記ネットワークとの接続のための接続パラメータを交渉するようサ
ードパーティをトリガーする要求を送るように構成されたクライアント交渉コンポーネン
トを備え、　前記通信コンポーネントは、前記交渉された接続パラメータに従って接続を
確立するように構成される、装置。
［３７］前記要求は、接続合意が前記サードパーティと前記アクセスネットワークの間で
達成されるまで、または交渉することを継続しない決定を得るまで、交渉するようサード
パーティをトリガーし、さらに前記クライアント交渉コンポーネントは、接続合意の少な
くとも１つの部分を含む接続情報を受け取るように構成され、前記接続情報は、前記サー
ドパーティと前記アクセスネットワークの間の合意されたパラメータの少なくとも１つを
含むかあるいは関係がある、［３６］の装置。
［３８］前記アクセスネットワークとの前記接続に対する支払いを提供するために、前記
支払いトリガーは支払いプロセッサを識別する、［３６］の装置。
［３９］前記要求は、暗号化された情報を含む、［３６］の装置。
［４０］接続を監視し、その監視することに基づいて接続についてサードパーティに情報



(31) JP 5490818 B2 2014.5.14

10

20

30

40

50

を送るように構成されたネットワーク監視コンポーネントをさらに備え、前記クライアン
ト交渉コンポーネントは前記アクセスネットワークとの新しい接続のための新しい接続パ
ラメータの新しい交渉を実行するよう前記サードパーティをトリガーする新しい要求を送
るように構成され、前記新しい要求は前記情報に基づいて送られ、さらに、前記通信コン
ポーネントは、前記新しい交渉に基づいた前記新しい接続を確立するようさらに構成され
る、［３６］の装置。
［４１］前記情報は、確立された接続の種類、前記接続のための時間、前記接続の間に許
可されたデータ転送量、あるいは前記接続の終了時間の少なくとも１つを含む、［４０］
の装置。
［４２］サードパーティがアクセスネットワークとアクセス端末の間の接続に対してダイ
ナミックに支払う方法であって、アクセス端末によって最初の通信を確立すること、前記
最初の通信に基づいて接続に対する支払いを達成する支払いトリガーを送ることであって
、前記支払いトリガーは、支払いを提供する支払いプロセッサを識別する、支払いトリガ
ーを送ること、および、前記支払いプロセッサによって前記支払いに基づいて前記接続を
確立することを備える方法。
［４３］支払いトリガーを送ることは、前記アクセス端末から前記アクセスネットワーク
へ支払いトリガーを送ることをさらに備える、［４２］の方法。
［４４］前記アクセス端末のための前記アクセスネットワークとの接続を交渉するようネ
ゴシエータをトリガーする前記アクセス端末からの要求を送ることをさらに備え、接続を
確立することは、さらに、前記ネゴシエータと前記アクセスネットワークの間で達成され
た接続合意に基づき、前記接続合意は合意されたパラメータを含む、［４２］の方法。
［４５］前記接続のための接続パラメータを交渉すること、および前記交渉された接続パ
ラメータに従って前記アクセスネットワークへの接続を確立することをさらに備える、［
４２］の方法。
［４６］前記交渉することは、さらに、前記交渉を実行するためにサードパーティにトリ
ガーを送ることを備える［４５］の方法。
［４７］前記接続合意が、前記サードパーティと前記アクセスネットワークの間で達成さ
れるまで、あるいは、前記交渉を継続しない決定を得るまで、前記トリガーは、前記サー
ドパーティに交渉することを行わせる、［４６］の方法。
［４８］前記アクセス端末から接続要求を送ることであって、そこでは前記接続要求は要
求された接続パラメータを含む、接続要求を送ること、提案された接続パラメータを含む
接続情報を受け取ること、および、前記提案された接続パラメータが前記要求された接続
パラメータを満たさない場合、接続合意が達成されるまで、あるいは、交渉することを継
続しない決定を得るまで、接続要求を送ることと接続情報を受取ることを繰り返すことを
さらに備え、前記接続合意は合意された接続パラメータを含み、前記接続を確立すること
は接続合意に従っている、［４２］の方法。
［４９］前記支払いトリガーは、暗号化された情報を含む、［４２］の方法。
［５０］アクセスネットワークとアクセス端末の間の接続に対してダイナミックに支払う
ように構成されたコンピュータプログラム製品であって、コンピュータにアクセス端末に
よって最初の通信を確立させるための少なくとも１つの命令と、前記コンピュータに前記
最初の通信に基づいて接続に対する支払いを達成するための支払いトリガーを送らせるた
めの少なくとも１つの命令であって、前記支払いトリガーは支払いを提供する支払いプロ
セッサを識別する命令と、前記コンピュータに前記支払いプロセッサによって前記支払い
に基づいた前記接続を確立させるための少なくとも１つの命令を備えるコンピュータ可読
媒体を備えるコンピュータプログラム製品。
［５１］最初の通信を確立するための手段と、前記最初の通信に基づいて接続の対する支
払いを達成させるために支払いトリガーを送る手段であって、支払いトリガーは前記支払
いを提供する支払いプロセッサを識別する、支払いトリガーを送る手段と、サードパーテ
ィによって前記支払いに基づいた接続を確立するための手段を備えた装置。
［５２］最初の通信を確立するように構成された通信コンポーネントと、前記最初の通信
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に基づいて、接続に対する支払いを達成するために支払いトリガーを送るように構成され
たクライアント交渉コンポーネントとを備え、前記支払いトリガーは支払いを提供する支
払いプロセッサを識別し、　前記通信コンポーネントがさらに、前記支払いプロセッサに
よって支払いに基づいた接続を確立するように構成される、装置。
［５３］前記クライアント交渉コンポーネントは、前記アクセス端末に対して前記接続を
交渉するようネゴシエータをトリガーする要求を送るようにさらに構成され、および、さ
らに、前記接続は、達成された接続合意に基づいて確立され、接続合意は合意したパラメ
ータを含む、［５２］の装置。
［５４］前記クライアント交渉コンポーネントは、さらに、前記接続のための接続パラメ
ータを交渉するように構成された［５２］の装置。
［５５］前記クライアント交渉コンポーネントは、さらに、前記アクセス端末から前記ア
クセスネットワークへ要求された接続パラメータを含む接続要求を送るように、提案され
た接続パラメータを含む接続情報を前記アクセスネットワークから受け取るように、およ
び前記提案された接続パラメータが前記要求された接続パラメータを満たさない場合に、
接続合意が達成されるまであるいは交渉することを継続しない決定を得るまで前記接続要
求を送ることおよび接続情報を受取ることを繰り返すように構成され、前記接続合意は合
意された接続パラメータを含み、前記通信コンポーネントは、前記接続合意に従って接続
を確立するよう構成される、［５２］の装置。
［５６］前記クライアント交渉コンポーネントは、さらに、接続合意の交渉を実行するよ
うサードパーティをトリガーする要求を送るように構成され、前記トリガーは、前記接続
合意がサードパーティとアクセスネットワークの間で達成されるまであるいは交渉するこ
とを継続しない決定を得るまで前記サードパーティに接続要求を起こることおよび接続情
報を受取ることを繰り返すことを行なわせる、［５５］の装置。
［５７］前記支払いトリガーは暗号化された情報を含む、［５３］の装置。

【図１】 【図２】
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